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ボランテ
ィアに感

謝！　震
災被災地

からも

　県内外
からたく

さんのボ
ランティ

ア

が雫石に
駆けつけ

てくれま
した。中

に

は東日本
大震災の

被災者も
。「今度は

自分たち
が助ける

番だ」と
話し、住

家

の復旧作
業にあた

ってくれ
る沿岸地

域

の漁業関
係者の姿

もありま
した。

8.9 豪雨災害
特集

C o n t e n t s

sizu_1309.indd   1 13/09/06   17:56



2広報しずくいし● 2013 年 9 月 10 日●第 737 号

８
月
９
日
の
「
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
記
録
的
豪
雨
」
は
、
町
内

に
大
き
な
ツ
メ
跡
を
残
し
ま
し

た
。
幸
い
に
も
人
命
に
関
す
る
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住

家
の
浸
水
、
道
路
な
ど
公
共
土
木

施
設
の
損
壊
、
農
業
施
設
や
田
畑

の
冠
水
な
ど
、
未
だ
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
気
象
庁
の
観
測
に
よ
る
と
、
雫

石
の
８
月
９
日
の
日
降
水
量
は

２
６
４
ミ
リ
、
１
時
間
降
水
量
は

12
時
に
78
ミ
リ
と
観
測
史
上
最
大

値
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
町
の
被

害
額
は
約
65
億
円
に
の
ぼ
り
ま
し

た
（
９
月
４
日
現
在
推
計
値
）。

　
町
は
、
８
月
９
日
８
時
45
分
に

大
雨
（
土
砂
災
害
）・
洪
水
警
報

が
発
令
さ
れ
た
と
同
時
に
災
害
警

戒
本
部
を
設
置
。
間
も
な
く
災
害

対
策
本
部
に
移
行
し
、
被
害
状
況

調
査
、
避
難
所
開
設
、
自
主
避
難

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
人
的
お
よ
び
物
的
被
害
の
拡

大
の
恐
れ
が
極
め
て
高
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
岩
手
県
を
通
じ
て
自

衛
隊
に
対
し
、
災
害
派
遣
を
要
請

し
ま
し
た
。

上空から見た小赤沢集落（8月 10 日）　竜川が決壊し水田などが流された

８
・９ 

豪
雨
災
害

1時間降水量　雫石78ミリ（観測史上最大値）
日降水量　雫石264ミリ

「これまで経験したことのないような記録的豪雨」

被害額は約65億円
（9月4日現在の推計値）

特集
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3 広報しずくいし● 2013 年 9 月 10 日●第 737 号

　
８
月
９
日
、
東
北
地
方
に
暖
か

く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
大

気
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と
な
っ

た
こ
と
が
、
今
回
の
大
雨
の
要
因

と
な
り
ま
し
た
（
盛
岡
地
方
気
象

台
発
表
）。

①
警
報
の
発
表
状
況
な
ど
　

・ 

大
雨
（
土
砂
災
害
、
浸
水
害
）、

洪
水
警
報
▽
８
時
45
分
　

・ 

土
砂
災
害
警
戒
情
報
▽
９
時
10
分

　

②
降
雨
　

・ 

降
り
始
め
▽
７
時
　

・ 

降
り
終
わ
り
▽
20
時

※
強
雨
の
時
間
▽
９
時
〜
14
時

③
降
水
量
（
雫
石
）

・ 

１
時
間
降
水
量
▽
78
ミ
リ
（
12

時
・
観
測
史
上
最
大
）　

・ 

日
降
水
量
▽
２
６
４
ミ
リ
　
な

お
、
11
時
30
分
ま
で
の
１
時
間

に
約
１
０
０
ミ
リ
の
猛
烈
な
雨

に
よ
り
気
象
台
は
「
記
録
的
短

時
間
大
雨
情
報
」
を
発
表

・ 

他
の
観
測
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ

（
日
降
水
量
）
橋
場
▽
３
５
１

ミ
リ
、
葛
根
田
▽
３
２
９
ミ
リ

【
人
的
被
害
】

・
被
害
報
告
な
し

被
害
状
況
（
９
月
４
日
現
在
）

【
住
家
被
害
】

・ 

住
家

　
全
壊
▽
３
件
、
大
規
模

半
壊
▽
１
件
、
半
壊
▽
１
件
、

半
壊
（
床
上
）
▽
44
件
、
一
部

損
壊
（
床
下
）
▽
３
１
１
件
　

　
小
計
▽
３
６
０
件

 

・ 

非
住
家
　
小
計
▽
３
８
３
件

【
土
砂
災
害
】

・
崖
崩
れ
な
ど
▽
１
０
３
カ
所

【
道
路
・
公
共
土
木
施
設
被
害
】

・ 
施
設
被
害
　
町
道
▽
１
５
６
カ

所
、
県
道
▽
９
カ
所
、
国
道
▽

１
カ
所

・ 

通
行
止
め
（
最
大
時
）　
町
道

▽
17
カ
所
、
県
道
▽
４
カ
所
、

国
道
▽
１
カ
所

・
河
川
▽
80
カ
所

【
上
下
水
道
施
設
被
害
】

・
水
道
施
設
▽
28
カ
所

・
給
水
障
害
▽
58
世
帯

・
下
水
道
施
設
▽
17
カ
所

【
農
林
業
被
害
】

・
農
業
施
設
▽
１
８
１
９
件

・
林
道
▽
１
５
４
カ
所

・
農
作
物
▽
９
６
２
㌶

【
そ
の
他
の
施
設
被
害
】

・
観
光
・
商
工
施
設
▽
37
件

・
学
校
施
設
▽
３
件

・
保
育
施
設
・
福
祉
施
設
▽
２
件

・ 

社
会
教
育・社
会
体
育
施
設
▽
11
件

・
公
共
施
設
▽
４
件

◉ 

被
害
額
▽
約
65
億
円
（
９
月
４

日
現
在
の
推
計
値
）

※
特
に
大
き
い
被
害

・ 

農
林
業
関
係
▽
約
28
億
円

・ 

町
道
関
係
▽
約
15
億
円

・ 

河
川
関
係
▽
約
20
億
円

【
停
電
】（
最
大
時
）

・
西
安
庭
矢
櫃
方
面
▽
65
戸

・
橋
場
方
面
▽
50
戸

【
断
水
】（
最
大
時
）
※
復
旧
済
み

・ 

鴬
宿
簡
易
水
道
区
域
▽
９
世
帯

（
外
桝
沢
、
片
子
沢
、
天
戸
）

・ 

西
部
地
区
簡
易
水
道
区
域
内
▽

17
世
帯（
安
庭
、
籬
野
、
中
島
、

和
野
、
上
和
野
）

・ 

橋
場
地
区
簡
易
水
道
区
域
▽
32

世
帯（
橋
場
、
安
栖
、
山
津
田
）

【
電
話
】

・ 
上
野
沢
で
固
定
電
話
お
よ
び
携

帯
電
話
が
不
通
　
※
現
在
は
光

回
線
以
外
は
解
消
済
み

【
孤
立
地
区
】（
最
大
）

・ 

志
戸
前
林
道
▽
17
人
　
※
９
日

中
に
住
民
以
外
避
難
完
了

・ 

上
野
沢
集
落
▽
32
世
帯
68
人

　

※
11
日
17
時
30
分
解
消

・ 

道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
▽
２
５
０

人
（
J
R
秋
田
新
幹
線
バ
ス
代

行
輸
送
者
）
※
９
日
に
解
消

・ 

国
見
▽
22
人

　
※
希
望
残
留
以

外
の
12
人
を
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
救
助

・ 

矢
櫃
芦
ケ
平
▽
３
世
帯
　
※
10

日
解
消

【
避
難
者
受
け
入
れ
】

・ 

避
難
所
▽
雫
石
公
民
館
、
御
明

神
公
民
館
、
西
山
公
民
館
、
中

央
公
民
館
、
橋
場
小
学
校
、
雫

石
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

避
難
者
（
最
大
９
日
14
時
）
▽

75
人
超
、
11
日
18
時
現
在
で
御

明
神
公
民
館
の
み
に
７
人
、
13

日
20
時
に
避
難
所
閉
鎖
（
避
難

者
退
去
完
了
）

【
自
衛
隊
災
害
派
遣
】

・
期
間
▽
９
日
〜
11
日

・ 

派
遣
隊
▽
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐

屯
地
第
９
特
科
連
隊
第
２
大

隊
、
人
員
述
べ
１
８
７
人
、
車

両
述
べ
45
台
、
航
空
機
（
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
）
３
機

・ 

活
動
内
容
▽
国
見
の
孤
立
者
救

助
、
被
害
状
況
調
査
、
食
料
輸

送
、
人
員
輸
送

【
防
疫
対
策
】（
９
月
４
日
現
在
）

・ 
配
布
量

　
消
石
灰
▽
８
２
１

袋
、
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
▽

４
７
０
本
、
逆
性
せ
っ
け
ん
▽

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
影
響

避
難
・
救
助
活
動
な
ど

１
１
０
本

【
災
害
ご
み
】（
９
月
４
日
現
在
）

・ 

災
害
ご
み
受
入

　
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
家
財
道
具
、
布
団
な
ど

▽
１
３
４
５
台
、
３
５
５
ト
ン

・ 

流
入
汚
泥
受
入
　
御
明
神
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
鴬
宿
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
脇
に
汚
泥
、
流
木
、

草
木
▽
５
０
１
台

・ 

土
砂
　
旧
上
長
山
小
学
校
跡
地

に
土
砂
▽
１
４
８
台

【
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

・ 

雫
石
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置

・ 

８
月
10
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で

の
23
日
間
で
延
べ
１
８
８
１
人

・
要
望
件
数
１
２
３
件

▼冠水した役場庁舎前駐車場（8月 9日）

特集  8.9 豪雨災害

※岩手県では、この災害名称を「平成25年8月9日の大雨・洪水（略称：H25.8.9大雨・洪水）」としました。

気
象
の
状
況
な
ど
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政
府
調
査
団
と
し
て
、
８
月
13
日
に

亀
岡
偉よ

し

民た
み

内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
、
14

日
に
は
松
下
新
平
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
が
来
町
し
、
河
川
や
道
路
の
被
害
状

況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
15
日
、政
府
は
本
町
の
被
害
も
含
め
、

６
月
８
日
か
ら
８
月
９
日
に
か
け
て
中

国
地
方
や
東
北
地
方
で
相
次
い
だ
豪
雨

に
よ
る
被
害
を
激
甚
災
害
に
指
定
す
る

こ
と
に
決
め
、
９
月
３
日
に
は
、
本
町

を
局
地
激
甚
災
害
の
支
援
区
域
に
指
定

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

激
甚
災
害
に
指
定

▲深谷町長から要望書を受け取る
松下政務官（8月 14 日）

▲深谷町長から被害状況の説明を受ける
亀岡政務官（8月 13 日）
▲深谷町長か長から被害害状害害状況の況の説明明を受ける

▲下川原（8月 9日）
大量の水は、より低い方へと流れ溜まっていた

▲町営野球場（8月 9日）
雨水が流入し、ベンチの高さまで冠水した

▲安庭（8月 10 日）
陥没した道路に落下した軽自動車。運転手は無事とのこと

▲御所公民館（8月 9日）
自動車のタイヤの高さまで冠水した駐車場

▲役場庁舎前駐車場（8月 9日）　
雨水が大量に流れ込み、一部陥没した

▲天戸（8月 9日）　
堤防が決壊し隣接する農地に水が流れ込んだ

写
真
で
見
る 

豪
雨
災
害
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5 広報しずくいし● 2013 年 9 月 10 日●第 737 号

▲橋場安栖沢（8月 16 日）
水圧のため路盤が流失し変形した町道

▲中島（8月 10 日）
根元が洗掘された四ツ家橋

特集  8.9 豪雨災害

▲志戸前林道（8月 10 日）
山側の側溝を残し約 40㍍に渡り崩落

▲上和野（8月 10 日）
行き場を失った大量の水が道路や農地を飲み込んだ

▲南畑小学校前（8月 10 日）
埋設している水道などの配管ごと崩落した県道

▲晴山（8月 10 日）
法面が崩れ、土砂が道路の片側を塞いだ

▲上野沢町道（8月 10 日）
右側が道路。被害が大きかった路線のひとつ

▲矢櫃（8月 10 日）
橋脚の根元からすべて流された矢櫃橋

sizu_1309.indd   5 13/09/06   17:56



6広報しずくいし● 2013 年 9 月 10 日●第 737 号

▲小赤沢（8月 12 日※ 2ページの写真の地域）
岩や流木が体積した水田

▲九十九沢（8月 10 日）
激流に飲み込まれた水田。手前に見えるのが水稲

▲片子沢（8月 11 日）
法面が大規模崩落した水田

▲矢櫃（8月 16 日）
「山に津波が来た」と話す人もいた

▲上和野（8月 10 日）
大量の水が農地や住家まで押し寄せた

▲下川原（8月 16 日）
泥をかぶったハウス内の花の苗

▲山津田（8月 10 日）
大規模土石流が農地や道路などを飲み込んだ

sizu_1309.indd   6 13/09/06   17:56



7 広報しずくいし● 2013 年 9 月 10 日●第 737 号

▲滝沢（8月 10 日）
大規模な土砂崩れのあった箇所

▲鴬宿（8月 10 日）
山側の土砂が流れ込んだ道路

▲七ツ森小学校プール裏（8月 12 日）
裏山の一部が木の根ごと崩れていた

▲慰霊の森（8月 12 日）
一部が崩れ落ちた慰霊堂へと続く石の階段

▲雫石川（8月 11 日）
葛根川と竜川が合流する箇所。右側が竜川からの流れ

▲山津田（8月 10 日）
JRの線路にも土砂が流れ込んだ

▲小柳沢砂防公園オートキャンプ場（8月 12 日）
護岸が洗掘崩壊し、橋には流木が大量に堆積していた

▲竜川（8月 10 日）
護岸を大きく削り取られている。赤線の辺りが元の岸際

特集  8.9 豪雨災害
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▲矢櫃・芦ケ平（8月 16 日）
集落が一時孤立したときの状況を伺う深谷町長

▲七ツ森中央家畜市場（8月 10 日）
自衛隊のヘリコプターで救助された国見に取り残された登山客

◀
中
島
（
８
月
11
日
）

消
石
灰
と
塩
素
系
漂
白
剤
の
配
布

◀
上
野
沢
（
８
月
11
日
）

一
時
孤
立
し
た
住
民
を
健
康
診
断
す
る
保
健
師

▲七ツ森清掃センター（8月 23 日）
持ち込まれた災害ごみは山の様に

▲役場庁舎（8月 29 日）
1階ロビーに開設した総合相談窓口

▲上和野（8月 11 日）
断水した世帯への飲料水供給

◀
町
役
場
倉
庫
（
８
月
11
日
）

土
の
う
詰
め
す
る
町
職
員
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9 広報しずくいし● 2013 年 9 月 10 日●第 737 号

　
８
月
９
日
午
前
の
降
雨
時
、
仕

事
で
外
出
し
て
い
た
栄
子
さ
ん

は
、
次
第
に
激
し
く
な
る
豪
雨
で

自
宅
の
こ
と
が
心
配
に
な
り
、
帰

宅
す
る
こ
と
に
。
し
か
し
、
上
野

沢
に
向
か
う
道
路
は
す
で
に
土
砂

で
埋
ま
っ
て
い
て
通
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
一
人
林
の
中
を
歩
い
て
自
宅
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
栄
子

さ
ん
が
見
た
光
景
は
「
崩
れ
て
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
道
路
」
で
し

た
。
こ
れ
で
は
家
に
は
帰
ら
れ
な

い
と
判
断
。
当
時
、
町
が
避
難
所

と
し
て
開
設
し
て
い
た
御
明
神
公

民
館
で
長
男
・
勝
也
さ
ん
と
３
日

間
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
降
雨
時
、
父
・
昇
さ
ん

と
上
野
沢
の
自
宅
に
い
た
次
男
・

宝
三
さ
ん
は
、
激
し
く
な
る
雨
脚

に
こ
の
ま
ま
家
に
い
て
は
危
険
だ

と
感
じ
、
脚
の
悪
い
昇
さ
ん
を
背

負
い
、
自
宅
か
ら
高
台
に
あ
る
小

屋
に
避
難
し
ま
し
た
。
宝
三
さ
ん

の
不
安
は
当
た
っ
て
し
ま
い
、
自

宅
は
床
上
ま
で
水
が
上
が
る
大
き

な
被
害
に
。
孤
立
状
態
と
な
っ
た

上
野
沢
集
落
に
取
り
残
さ
れ
、
な

お
か
つ
自
宅
に
居
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
宝
三
さ
ん
と
昇
さ
ん

は
隣
家
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
栄
子
さ
ん
ら
が
避
難
所
に
、
宝

三
さ
ん
ら
が
孤
立
し
た
上
野
沢
に

い
る
間
、
お
互
い
の
安
否
は
人
伝

え
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
横
欠
か
ら

上
野
沢
へ
つ
な
が
る
道
が
通
行
可

能
と
な
っ
た
11
日
、
は
じ
め
て
お

互
い
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
栄
子
さ
ん
は
３
日

ぶ
り
に
上
野
沢
に
戻
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
見
た
の
は
、
と
て
も

住
め
る
状
態
で
は
な
い
く
ら
い
の

被
害
に
あ
っ
た
自
宅
で
し
た
。

　
松
ノ
木
さ
ん
一
家
は
、
応
急
的

に
定
住
促
進
住
宅
に
入
居
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
家
族
で
話
し
合

い
を
し
て
い
る
状
況
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
　【
８
月
16
日
取
材
】

被災 談者
上
野
沢
行
政
区

松
ノ
木
栄
子
さ
ん・宝
三
さ
ん 

親
子

▲雫石町総合福祉センターに開設した災害ボランティアセンターには、
町内外から多くのボランティアが参集。連日、家屋の中や周囲に流れ
込んだ泥の片付けなど、被災した人たちを支援していただきました。

雫石町総合福祉セ タ に開設した災害ボラ テ アセ タ には▲
町
込

特集  8.9 豪雨災害
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住
居
の
被
害
（
倒
壊
、
床
上
・

床
下
浸
水
な
ど
）
に
応
じ
て
「
り

災
証
明
書
」を
発
行
し
ま
す
。「
り

災
証
明
書
」
は
町
税
の
減
免
、
金

融
機
関
な
ど
に
よ
る
融
資
、
保
険

な
ど
の
減
免
・
猶
予
な
ど
を
受
け

る
た
め
に
用
い
ま
す
。

【
申
請
方
法
】
町
役
場
税
務
課
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
用
意
す
る
も
の
】
印
鑑
、
被
害

状
況
が
わ
か
る
写
真
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場

税
務
課
資
産
課
税
担
当
（
☎

６
９
２
.
６
４
８
１
）

　
右
記
の
「
り
災
証
明
書
」
と
は

別
に
、
生
活
支
援
に
必
要
な
措

置
（
保
険
の
給
付
な
ど
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
土
地
、
塀
・
門
扉
な
ど
の
付

帯
物
、
家
具
家
財
、
車
な
ど
に
つ

い
て
も
、「
り
災
届
出
証
明
願
」

り
災
証
明
書

に
よ
り
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
り
災
の
届
出
が
あ
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る「
り
災
届
出
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
会
社
な
ど
の
手
続

き
先
に
よ
り
、
取
り
扱
い
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
必
要
の
有
無
に
つ

い
て
は
保
険
会
社
な
ど
の
手
続
き

先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】
町
役
場
防
災
課
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
証
明
す
る
届
出
】
家
屋
以
外
の

塀
・
門
扉
、
動
産（
車
両
）、
家
財
、

土
地
な
ど
の
被
害

【
用
意
す
る
も
の
】
印
鑑
、
り
災

の
状
況
が
わ
か
る
写
真
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
防
災

課
（
☎
６
９
２
・
６
４
１
０
、

６
９
２
・
６
４
９
０
）

　
所
有
す
る
資
産
に
被
害
が
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
被
害
の
程
度
お
よ

び
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
、
町
税

な
ど
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

り
災
届
出
証
明
書

が
あ
り
ま
す
。

①
個
人
町
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

　
所
有
す
る
住
居
が
全
室
床
上
浸

水
以
上
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

今
年
の
所
得
見
込
額
、
被
害
の
損

害
割
合
の
程
度
に
応
じ
て
、
８
月

９
日
以
後
の
納
期
の
税（
保
険
料
）

の
減
免
ま
た
は
免
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
固
定
資
産
税

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
資
産
（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
）
が
被
害
を
受
け
た
場
合
（
家

屋
は
半
壊
以
上
）、
損
害
の
程
度

に
応
じ
て
、
８
月
９
日
以
後
の
納

期
の
税
の
減
免
ま
た
は
免
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
減
免
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
次
に
よ
り
申
請
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

【
申
請
受
付
】
町
税
▽
町
役
場
税

務
課
、
介
護
保
険
料
▽
町
役
場
福

祉
課
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

▽
町
役
場
町
民
課

【
申
請
方
法
】
町
役
場
各
担
当
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
用
意
す
る
も
の
】
印
鑑
、
り
災

証
明
書
（
ま
た
は
、
り
災
届
出
証

明
書
）、
収
入
が
確
認
で
き
る
資

町
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

料
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
税
▽
町
役

場
税
務
課
資
産
課
税
・
住
民
課
税

担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
０
２
）

介
護
保
険
料
▽
町
役
場
福
祉
課

介
護
保
険
担
当
（
☎
６
９
２
・

６
４
７
６
）
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
▽
町
民
課
医
療
給
付
担
当

（
☎
６
９
２
・
６
４
７
９
）

※
な
お
、
納
付
が
著
し
く
困
難
と

な
る
場
合
は
、
納
付
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

　
住
家
が
半
壊
以
上
の
被
災
を
し

た
国
民
年
金
加
入
者
で
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
な
っ

た
人
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
特

例
免
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
免
除
を
受
け
ら
れ
る
期
間
】
平
成

25
年
７
月
分
〜
平
成
26
年
６
月
分

【
申
請
方
法
】
町
役
場
町
民
課
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
用
意
す
る
も
の
】
印
鑑
、
り
災

証
明
書
（
写
し
で
も
可
）

【
申
請
期
限
】
平
成
26
年
７
月
末

【
問
い
合
わ
せ
先
】
盛
岡
年
金
事
務

所
（
☎
６
２
３
・
６
２
１
１
）、

町
役
場
町
民
課
国
保
年
金
担
当
　

（
☎
６
９
２
・
６
４
７
８
）

国
民
年
金
保
険
料
の

特
例
免
除

　
豪
雨
災
害
に
よ
り
住
家
の
被
害

の
あ
っ
た
世
帯
に
対
し
、
災
害
見

舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】
住
家
の
被
災
区
分

が
、
全
壊
、
大
規
模
損
壊
、
半
壊

（
床
上
浸
水
）、
一
部
損
壊
（
床
下

浸
水
）
の
世
帯

【
支
給
金
額
】
全
壊
▽
30
万
円
、

大
規
模
損
壊
▽
10
万
円
、
半
壊
▽

５
万
円
、
一
部
損
壊
▽
２
万
円

【
給
付
方
法
】
被
災
状
況
調
査
結

果
に
よ
る
被
災
区
分
に
よ
り
、
対

象
世
帯
に
対
し
９
月
中
に
郵
送
で

通
知
し
、
内
容
確
認
な
ど
を
行
っ

た
後
に
10
月
ご
ろ
か
ら
口
座
振
込

に
よ
り
給
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
福
祉

課
福
祉
企
画
担
当
（
☎
６
９
２
・

６
４
７
２
）

　　豪
雨
災
害
に
よ
り
被
害
の
あ
っ
た

人
に
対
し
、
災
害
援
護
資
金
お
よ

び
住
宅
改
修
費
を
貸
し
付
け
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
雫
石
町
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
６
９
２
・

２
２
３
０
）、
町
役
場
福
祉
課

災
害
見
舞
金

各
種
援
護
資
金
の
貸
付
制
度

各
種
支
援
・
減
免
制
度
な
ど
の
お
知
ら
せ

　
豪
雨
災
害
に
関
す
る
各
種
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
申
請
期
限
が
あ
る
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手

続
き
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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■義援金名　平成 25 年 8 月雫石町豪雨災害義援金
■受付期限　10 月 31 日（木）
■受付方法　①現金▷町役場福祉課窓口
　②銀行振込▷振込先は次のとおりです。

※ 1  新岩手農業協同組合をご利用の場合、振込手数料はご負担願います。
※ 2   ゆうちょ銀行への振替手数料はかかりません（ATMによる通常

払い込みについては、料金がかかります）。
※ 3  受領書が必要な人は町役場福祉課にご連絡ください。

　③ 現金書留▷送付先〒 020-0595（※住所記載不要）雫石町役場福祉課福
祉企画担当（義援金担当）※ 9月 18 日（水）までは、郵便料金が免除
になります。

■ その他　振込金受領書などをもって税制上の優遇措置（所得税、法人税、
個人住民税）の適用対象となります。

■ 問い合わせ先　町役場福祉課福祉企画担当　☎ 692-6472

福
祉
企
画
担
当
（
☎
６
９
２
・

６
４
７
２
）

　
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
宅
地
隣
接

地
の
斜
面
な
ど
の
崩
落
に
よ
っ
て

「
宅
地
敷
地
内
」
に
入
り
込
ん
だ

崩
土
（
宅
地
の
裏
山
か
ら
崩
落
し

た
土
）
を
除
去
す
る
費
用
に
つ
い

て
、
申
請
に
基
づ
き
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　
な
お
、
全
て
を
自
ら
処
理
し
た

も
の
、
河
川
･
水
路
な
ど
か
ら
流

入
し
た
土
砂
、
建
物
内
の
土
砂
は

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。
　

【
助
成
対
象
者
】
町
民
で
自
ら
居

住
す
る
宅
地
敷
地
内
に
流
入
し
た

崩
土
を
自
力
で
除
去
で
き
ず
に
他

に
委
託
な
ど
し
て
除
去
す
る
人

【
助
成
対
象
費
用
】
①
崩
土
除
去

に
係
る
業
者
な
ど
へ
の
委
託
料
、

②
重
機
な
ど
の
借
上
げ
料

【
助
成
金
額
】10
万
円
を
上
限
と
し
、

10
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
当
該

費
用
の
額
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場

総
務
課
（
☎
６
９
２
・
６
４
１
１
）

　
町
で
は
、
町
内
全
域
で
多
数
発

生
し
た
道
路
破
損
な
ど
の
復
旧
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
未
舗
装
道
路

ま
で
対
応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
行
政
区
や
自
主
防
災
組
織
、
農

事
実
行
組
合
な
ど
地
域
組
織
の
皆

さ
ん
の
中
で
、
自
主
的
に
道
路
な

ど
の
応
急
補
修
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
場
合
に
は
、
町
か
ら
補
修
用

砕
石
を
提
供
し
ま
す
。
な
お
、
地

域
組
織
で
砕
石
会
社
に
取
り
に
行

き
運
搬
か
ら
補
修
ま
で
行
っ
て
い

た
だ
け
る
場
合
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
砕
石
以
外
の
費
用
に
つ
い
て

の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

【
申
請
期
限
】
９
月
30
日

【
申
請
方
法
】
被
災
状
況
が
わ
か

る
写
真
を
持
参
の
上
、
町
役
場
地

域
整
備
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
地
域
整

備
課
（
☎
６
９
２
・
６
４
０
６
）

　
被
災
し
た
農
機
具
（
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
穀
物
乾
燥

機
、

摺
機
、
田
植
機
、
加
温
機
）

の
エ
ン
ジ
ン
や
モ
ー
タ
ー
の
修
繕

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
た
だ
し
、
農
機
具
共
済
な
ど

が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

【
対
象
】
水
没
、
埋
没
な
ど
に
よ

り
修
理
を
要
す
る
上
記
の
農
機
具

【
申
請
期
限
】
９
月
30
日

【
助
成
金
額
】
修
理
費
の
２
分
の

１
（
上
限
２
万
円
）
以
内
。
た
だ

し
、修
理
が
２
台
以
上
の
場
合
は
、

上
限
を
４
万
円
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
農
林

課
（
☎
６
９
２
・
６
４
０
５
）

　
床
上
・
床
下
浸
水
し
た
家
屋
は

汚
泥
が
床
下
に
あ
る
こ
と
で
、
悪

臭
の
原
因
に
な
り
、
健
康
を
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症

予
防
の
た
め
、
床
下
の
汚
泥
を
取

り
除
き
、
床
下
が
白
く
な
る
程
度

に
消
石
灰
を
直
接
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
散
布
後
は
ジ
ョ
ウ
ロ
な
ど
で

水
を
ま
き
、
消
石
灰
が
飛
散
し
な

い
よ
う
に
表
面
を
固
め
る
と
効
果

的
で
す
。
ま
た
、
汚
泥
な
ど
を
片

付
け
た
家
の
周
囲
に
も
同
じ
よ
う

に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
石
灰
と
家
庭
用
塩
素
系
漂
白

剤
は
町
役
場
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
感
染
症
予
防
の
た
め

の
消
毒
用
薬
品
も
準
備
し
て
お
り

ま
す
。
ご
使
用
の
際
に
は
、
消
毒

方
法
な
ど
、
取
扱
説
明
書
を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら

宅
地
内
の
崩
土
撤
去
費
用

の
助
成

農
機
具
再
生
利
用
事
業

衛
生
対
策
・
消
毒
方
法

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
健
康
推

進
課
（
町
健
康
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
９
２
・
２
２
２
７
）

　
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

た
び
の
豪
雨
災
害
か
ら
「
食
欲
が

な
く
体
の
調
子
が
悪
い
」「
眠
れ

な
い
」「
誰
と
も
話
す
気
に
な
れ

な
い
」
な
ど
、
心
身
の
健
康
に
不

安
の
あ
る
人
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
健
康
セ

ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

６
９
２
・
２
２
２
７
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
６
９
１
・

１
１
０
５
）

未
舗
装
道
路
の
応
急
修
理

用
砕
石
の
提
供

心
身
の
健
康
相
談
窓
口

災害義援金を受け付けています
ご協力よろしくお願いします

特集  8.9 豪雨災害

金融機関名 支店名 口座番号 名義人
新岩手農業
協同組合

雫石町役場
出張所

普通預金
0004904

雫石町災害義援金
（ｼｽﾞｸｲｼﾁｮｳｻｲｶﾞｲｷﾞｴﾝｷﾝ）

ゆうちょ銀行 郵便振替口座
02260-5-770

雫石町災害義援金
（ｼｽﾞｸｲｼﾁｮｳｻｲｶﾞｲｷﾞｴﾝｷﾝ）
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　雫石の真夏の風物詩「雫石よしゃれ祭」が 8月 15 日、雫石商
店街よしゃれ通りを主会場に、中央公民館野菊ホール、アルペ
ン記念公園を加えた 3会場で行われました。「がんばろう雫石　
復旧・復興支援」をスローガンに開催された今年の雫石よしゃ
れ祭では、豪雨災害の被災者への義援金募集の呼びかけも行わ
れ、募金に協力する来場者も多く見られました。
　伝統のあねっこ姿や色とりどりの衣装に身を包んだ踊り手が
祭りを盛り上げ、3会場合わせて約 5,000 人の観客が酔いしれ
ました。
　よしゃれ通りでは、みこしの渡御やよしゃれ踊り、さんさ踊
りなど 23 団体総勢約 1,600 人によるパレードが観客を魅了しま
した。野菊ホールでは、昨年度の南部よしゃれ全国大会最優秀
賞受賞者らの競演を披露。アルペン記念公園では、よさこい 12
団体が迫力ある演舞を披露し、こちらも観客を魅了しました。
今年の夏を盛り上げた祭りの様子を写真で紹介します。

雫 石
よしゃれ祭

よしゃれ通り▶パレード

第43回

① あねっこ姿に身を包んだ婦人会のよしゃれパ
レード
② 威勢のいい掛け声で商店街を練り歩いた滴石会
の神輿
③ 全国高等学校総合文化祭で文化庁長官賞に輝い
た雫石高校郷土芸能委員会の華麗な舞
④ 町職員互助会らは横断幕で「がんばろう雫石」
を呼びかけました
⑤ ⑥子どもたちによるよしゃれ踊りやさんさ踊り
も会場を大いに盛り上げてくれました
⑦力強い太鼓の響きのさんさパレード
⑧ 豪雨災害義援金に協力する人が多数いました。
ありがとうございました！

①

②

③

④
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13 広報しずくいし● 2013 年 9 月 10 日●第 737 号

野菊ホール▶ 郷土芸能

アルペン記念公園▶よさこい演舞

⑨ 軽快なおしゃべりで会場を盛り上げる、
あいこおばちゃんこと中川愛子さん
⑩ ～⑬昨年度の南部よしゃれ全国大会の最
優秀賞受賞者らが熱演を披露。素晴らし
い唄や踊りを見せる出演者に大きな拍手
が送られました。

⑭全参加団体による総踊り
⑮太鼓の重さを感じさせない軽やかな舞
⑯迫力ある旗競演
⑰町外のよさこい団体による華麗な演舞
⑱ 地元からの参加団体「雫石桜蓮迦（おう
れんか）」の見事な決めポーズ

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨⑩⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑱

⑰
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南
部
よ
し
ゃ
れ

全
国
大
会

　
雫
石
町
を
発
祥
の
地
と
す
る

「
南
部
よ
し
ゃ
れ
」
を
継
承
し
て

い
こ
う
と
、
第
13
回
南
部
よ
し
ゃ

れ
全
国
大
会
が
8
月
4
日
、
中
央

公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
本
町
を
は

じ
め
東
北
、
関
東
地
方
な
ど
か
ら

唄
い
手
1
0
3
人
、
踊
り
手
9
団

体
70
人
が
参
加
し
、
唄
の
部
と
踊

り
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
日
本
一
を
目

指
し
熱
演
の
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
遠
方
は
和
歌
山
県
か

ら
、
最
年
長
は
86
歳
の
参
加
が
あ

り
、
自
慢
の
の
ど
や
息
の
合
っ
た

踊
り
を
披
露
。
約
7
0
0
人
の
観

客
か
ら
は
、
出
場
者
一
人
ひ
と
り

に
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　
第
13
回
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大

会
の
一
般
唄
の
部
で
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
山
上
衛
さ
ん
が
、
8
月
8

日
、
町
役
場
を
訪
れ
、
寄
付
金
を

深
谷
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
山
上
さ
ん
は
、「
町
の
福
祉
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
唄
の
部
最
優
秀
賞

山
上
衛
さ
ん
が
町
へ
寄
付

一般唄の部最優秀賞
山上衛さん

年長唄の部最優秀賞
横欠マサ子さん

一般踊りの部最優秀賞
雫石郷土芸能伝承活動細川会

年少踊りの部最優秀賞
雫石郷土芸能伝承活動細川会

第13回

年少唄の部最優秀賞
松本莉奈さん 深谷町長に寄付金を手渡す山上衛さん（右か

ら 3番目）と師匠の中川愛子さん（同 2番目）

よ
し
ゃ
れ
の
里

雫
石
Gグ

ラ
ウ
ン
ド・
Gゴ

ル
フ

交
流
大
会

第13回　
よ
し
ゃ
れ
月
間
を
締
め
く
く
る

「
第
13
回
よ
し
ゃ
れ
の
里
し
ず
く

い
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
」
が
8
月
22
日
、
町
総
合
運

動
公
園
内
の
特
設
コ
ー
ス
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら

36
団
体
6
3
1
人
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
集
結
。
紅
組
と

白
組
に
分
か
れ
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
45

人
が
出
場
。
入
賞
は
惜
し
く
も
逃

し
た
も
の
の
皆
さ
ん
爽
や
か
な
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

①堂々たる選手宣誓を行う参加者
②大勢の参加者が見守る中で行われた始球式
③④好天の下、熱い戦いが繰り広げられました

①

②③④
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平
成
25
年
度
町
政
懇
談
会
「
町
長
と
の
対
話
」
が
７
月
３

日
か
ら
８
月
８
日
に
か
け
て
、
昨
年
度
と
同
じ
く
小
学
校
区

単
位
の
10
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
深
谷
政
光
町
長
と
吉
川
健
次
教
育
長
が
出
席

し
、
参
加
さ
れ
た
延
べ
１
６
２
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
。

地
区
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
政
懇
談
会
の
模
様
を
振
り
返
り
ま
す
。

雫石公民館での町政懇談会の様子

参加者と対話する深谷町長（南畑小学校）

162人が参加　まちづくりへのご意見、延べ 124件

～町長との対話～～町長との対話～

【平成 25 年度町政懇談会日程、出席者数など】

開催日 小学校区 会場
出席者数（人）

男 女 計
7月 3日（水）七ツ森 七ツ森小学校 15 （9） 2 （1） 17（10）
7 月 17 日（水）下長山 下長山小学校 9（17） 3 （3） 12（20）
7 月 18 日（木）西根 西根小学校 10 （7） 3 （0） 13 （7）
7 月 19 日（金）安庭 安庭小学校 12 （8） 4 （1） 16 （9）
7 月 24 日（水）南畑 南畑小学校 11（13） 3 （2） 14（15）
7 月 25 日（木）上長山 上長山小学校 21 （2） 3 （2） 24 （4）
7 月 26 日（金）橋場 橋場小学校 6 （8） 1 （9） 7（17）
8 月 6 日（火）御明神 御明神公民館 12 （8） 0（10） 12（18）
8 月 7 日（水）雫石 雫石小学校 28（26） 2 （5） 30（31）
8 月 8 日（木）大村 大村伝承館 15（10） 2 （2） 17（12）

計 139（108） 23（35）162（143）
（　）内は平成 24 年度

　
こ
の
懇
談
会
は
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
身

近
な
話
題
に
つ
い
て
対
話
の
機
会

を
増
や
そ
う
と
、
10
の
小
学
校
区

単
位
で
各
会
場
と
も
平
日
の
夜
７

時
か
ら
開
催
。
10
会
場
で
の
開
催

が
３
年
目
の
今
年
は
昨
年
よ
り
19

人
多
い
１
６
２
人
の
町
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
で
平
成
25
年
度
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
状
況
の
概
要
な
ど

を
深
谷
町
長
が
説
明
。
さ
ら
に
、

吉
川
教
育
長
よ
り
小
学
校
適
正
配

置
検
討
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。懇
談
で
は
、

身
近
な
課
題
か
ら
町
の
施
策
な
ど

に
関
す
る
も
の
ま
で
幅
広
い
内
容

に
つ
い
て
発
言
を
い
た
だ
き
、
町

政
全
般
に
つ
い
て
は
町
長
が
、
教

育
関
係
に
つ
い
て
は
教
育
長
が
そ

れ
ぞ
れ
回
答
す
る
形
式
で
対
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
町
政
懇
談
会
で
は
、

複
数
の
会
場
で
小
学
校
の
今
後
に

つ
い
て
の
質
問
や
意
見
な
ど
が
出

さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
全

体
で
は
１
２
４
の
意
見
や
質
問
、

提
言
や
要
望
な
ど
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
主
な
内
容
を
町
総

合
計
画
の
五
つ
の
施
策
大
綱
に

沿
っ
て
紹
介
し
ま
す（
16
、17
ペ
ー

ジ
）。

　
な
お
、
今
回
の
回
答
事
項
の
中

に
は
、
懇
談
会
後
に
対
応
さ
れ
た

内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
回
の
町
政
懇
談
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
意
見
な
ど
へ
の
担
当
課

の
対
応
状
況
な
ど
が
ま
と
ま
り
次

第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
行
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
に
も
掲
載
し
ま
す
。
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【
問
】
町
内
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

計
画
は
な
い
の
か
。

【
答
】
七
ツ
森
地
区
の
民
有
地
で

民
間
事
業
者
に
よ
り
１
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
太
陽
光
発
電
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
問
】
ゴ
ミ
処
理
を
滝
沢
村
と
一

緒
に
や
っ
て
い
る
が
、
滝
沢
村
が

市
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
か
。

【
答
】
現
在
、
本
町
と
滝
沢
村
で

ゴ
ミ
処
理
の
一
部
事
務
組
合
を
設

置
し
て
処
理
し
て
お
り
、
滝
沢
村

が
市
に
な
っ
て
も
ゴ
ミ
処
理
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
共
同
で
の
処
理
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
町
内
の
ゴ

ミ
が
増
え
て
お
り
、
生
ご
み
は
水

分
が
多
い
と
重
く
な
る
の
で
絞
っ

て
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
助
か
り

ま
す
。
ま
た
、
各
公
民
館
な
ど
に

衣
類
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

た
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

の
今
後
の
予
定
は
。

【
答
】
適
正
配
置
検
討
委
員
会
か

ら
の
提
言
書
を
基
に
教
育
委
員
会

で
現
在
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

検
討
結
果
に
つ
い
て
は
10
月
以
降

各
小
学
校
区
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
西
山
地
区
で
使
用
す
る
校

舎
に
つ
い
て
も
方
針
を
示
し
ま

す
。
説
明
会
で
は
町
教
育
委
員
会

と
し
て
小
学
校
適
正
配
置
の
方
針

を
お
示
し
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

【
問
】
小
学
校
が
統
合
あ
り
き
と

な
っ
て
い
る
が
、反
対
意
見
が
あ
っ

て
も
小
学
校
は
統
合
す
る
の
か
。

【
答
】
小
学
校
の
適
正
配
置
検
討

は
、
小
学
校
児
童
の
学
習
環
境
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
主

と
し
て
い
ま
す
。
児
童
数
が
減
少

す
る
な
か
で
複
式
学
級
を
解
消
で

き
る
規
模
で
の
配
置
を
行
う
も
の

で
す
。
検
討
委
員
会
に
は
各
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
も
参
加
い
た

だ
い
て
提
言
を
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。
子
ど
も
達
の
た
め
に
統
合

は
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
雫
石
地
区
２
校
、
御
所
、

御
明
神
、
西
山
は
各
１
校
と
い
う

形
だ
が
、
町
内
に
１
校
と
い
う
話

は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
地
区
に

よ
っ
て
は
新
た
な
校
舎
を
建
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

【
答
】
町
内
１
校
と
い
う
話
も
あ

り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
今
の

学
区
を
変
え
な
い
形
で
の
統
合
と

な
り
ま
し
た
。
大
胆
な
統
合
と
い

う
よ
り
も
、
ま
ず
は
緩
や
か
な
形

の
選
択
が
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
統
合
す
る
際
に
は
既
存
の

校
舎
を
有
効
に
利
用
し
て
い
く
こ

と
を
原
則
と
し
て
考
え
、
新
校
舎

の
建
設
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
問
】
実
業
団
の
陸
上
部
の
雫
石

で
の
合
宿
の
話
は
実
現
で
き
そ
う

な
の
か
。

【
答
】
瀬
古
利
彦
氏
が
総
監
督
を

務
め
る
Ｄ
e
Ｎ
Ａ
陸
上
部
の
合
宿

が
町
内
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
ま
す
。
９
月
30
日
か
ら

10
月
11
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
期
間
中
に
は
町
内

の
小
中
学
生
と
の
交
流
会
も
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
今
年
の
夏
の
高
校
野
球
の

県
予
選
が
雫
石
球
場
で
行
わ
れ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】
岩
手
県
高
等
学
校
野
球
連

盟
が
決
定
す
る
も
の
で
、
盛
岡
地

区
の
他
市
町
村
か
ら
の
要
請
に
よ

り
今
回
は
雫
石
球
場
は
使
わ
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
町
と
し
て
も

同
連
盟
に
要
請
し
、
秋
季
大
会
や

来
春
の
大
会
は
従
前
ど
お
り
使
用

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護

保
険
料
の
将
来
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
介
護
保
険
料
は
料
金
改
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、

第
５
期
料
金
改
定
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
保
に
つ
い
て

も
、
収
納
率
は
微
増
し
て
い
ま
す

が
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
る

た
め
、
毎
年
予
算
額
で
１
億
８
千

万
円
ほ
ど
一
般
会
計
か
ら
補
填
し

て
い
る
状
況
で
、
健
全
財
政
で
あ

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
、
税

率
改
正
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
問
】
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の

町
と
し
て
の
対
策
は
。

【
答
】
検
診
受
診
率
が
低
い
の
で

町
民
に
は
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
。
町
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
閉
院
し
た
西
山
診
療
所
の

今
後
の
利
活
用
方
策
は
。

【
答
】
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

今
後
の
地
域
医
療
保
健
の
体
制
検

討
の
た
め
の
社
会
実
験
を
行
う
予

定
で
す
。
地
域
サ
ロ
ン
的
な
も
の

や
出
張
診
療
所
、
新
た
に
雫
石
診

療
所
内
に
設
置
さ
れ
た
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
な
ど
に
つ
い
て
社
会
実
験
の

結
果
を
活
か
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
雫
石
診
療
所
が
７
月
か
ら

医
師
２
人
体
制
に
な
っ
た
の
で
、

土
曜
診
療
を
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】
町
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
で

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

教育関係の質問に答える吉川教育長

●
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

雫石診療所の受付

●
環
境
を
守
り
育
て
る
ま
ち

●
健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

　
ま
ち
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努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
小
学
校
が
統
廃
合
し
た
場

合
に
、保
育
所
も
統
合
す
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
も
保
育
所
の
委
託
は

あ
る
の
か
。

【
答
】
小
学
校
の
統
合
と
は
別
で

あ
り
、
保
育
所
を
統
合
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
建
物

が
老
朽
化
し
て
い
る
保
育
所
も
あ

る
の
で
町
内
保
育
所
全
体
の
今
後

に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て
お

り
、
今
年
度
に
方
針
を
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
牧
草
地
の
除
染
に
つ
い
て

の
詳
細
を
教
え
て
ほ
し
い
。

【
答
】
町
全
体
の
牧
草
地
約
１
９

０
０
㌶
の
除
染
を
平
成
24
年
度
か

ら
４
年
間
の
計
画
で
実
施
し
て
お

り
、
現
在
、
約
67
％
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
す
。
費
用
は
県
と
町
が

２
分
の
１
ず
つ
の
負
担
で
、
農
家

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
】
昨
年
度
選
ば
れ
た
観
光
大

使
は
現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
。

【
答
】
今
年
度
は
３
件
ほ
ど
各
課

の
事
業
で
仕
事
を
要
請
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
営
業
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
町
内
に
送

客
も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
女
性
の
大
使
を
依
頼
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
七
ツ
森
公
園
生
森
山
頂
上

展
望
台
は
周
囲
の
木
々
が
大
き
く

な
り
見
晴
ら
し
が
良
く
な
い
。
町

の
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
伐
採
し

て
整
備
し
て
い
く
べ
き
で
は
。
ま

た
、
散
策
道
も
年
々
荒
れ
て
き
て

い
る
の
で
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

【
答
】
生
森
山
山
頂
に
あ
る
展
望

台
は
ご
指
摘
の
よ
う
な
現
状
に
あ

り
ま
す
の
で
、
散
策
道
も
含
め
、

現
状
を
確
認
し
な
が
ら
今
後
の
対

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
町
と
し
て
の
今
後
の
防
災

対
策
は
。

【
答
】
公
共
施
設
の
防
災
体
制
を
整

え
る
た
め
、
役
場
庁
舎
と
御
所
公

民
館
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
食
糧
な

ど
の
備
蓄
、
広
域
の
防
災
相
互
支

援
体
制
の
強
化
に
向
け
て
静
岡
県

富
士
市
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

【
問
】
個
別
無
線
で
流
れ
た
も
の

が
、
防
災
無
線
で
流
れ
な
い
と
き

が
あ
る
の
か
。

【
答
】
防
災
行
政
無
線
は
、
ク
マ

の
注
意
放
送
な
ど
内
容
に
よ
っ
て

は
、エ
リ
ア
を
指
定
し
て
子
局（
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
か
ら
放
送
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
エ
リ
ア
指

定
を
し
た
も
の
で
も
、
個
別
受
信

機
か
ら
は
全
て
の
放
送
が
流
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
】
花
の
湯
か
ら
う
ぐ
い
す
の

郷
に
行
く
町
道
が
狭
い
の
で
拡
幅

し
て
ほ
し
い
。

【
答
】
町
道
の
改
善
要
望
が
80
件

以
上
来
て
お
り
、
緊
急
性
を
優
先

し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
予
算

に
も
限
り
が
あ
り
、
順
番
ど
お
り

に
は
い
か
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

【
問
】
山
津
田
地
区
に
あ
る
昇
瀬

橋
が
古
く
て
狭
い
の
で
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

【
答
】
昇
瀬
橋
は
、
町
の
橋
工
事

の
な
か
の
最
優
先
と
考
え
て
お

り
、
今
年
度
は
予
備
設
計
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
橋
を
ど
の
よ
う

に
架
け
る
か
な
ど
を
県
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
問
】
水
道
と
下
水
道
の
今
後
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

【
答
】
水
道
は
大
村
地
区
が
今
年

度
よ
り
工
事
開
始
予
定
で
す
。
矢

櫃
地
区
に
つ
い
て
は
意
向
調
査
を

踏
ま
え
現
地
調
査
を
実
施
中
で

す
。
下
水
道
の
工
事
は
多
額
な
費

用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
経
営

状
態
の
健
全
化
の
た
め
企
業
会
計

に
切
り
替
え
る
予
定
で
す
。
浄
化

槽
方
式
の
方
が
有
効
な
場
合
は
そ

ち
ら
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
問
】
元
御
所
行
政
区
は
御
所
地

区
だ
が
、
小
学
校
は
七
ツ
森
小
で

消
防
も
警
察
も
雫
石
地
区
な
の

で
、
雫
石
地
区
に
変
更
し
て
ほ
し

い
と
お
願
い
し
て
い
た
が
。

【
答
】
初
め
て
お
聞
き
す
る
話
な

の
で
、
今
後
、
地
域
住
民
の
総
意

と
し
て
要
望
が
あ
っ
た
時
点
で
検

討
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
に
参
加

し
な
か
っ
た
理
由
は
。

【
答
】
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

６
割
以
上
が
岩
手
ナ
ン
バ
ー
を
希

望
し
ま
し
た
。
特
に
若
い
人
達
に

岩
手
ナ
ン
バ
ー
の
希
望
が
多
く
、

震
災
で
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る

状
況
か
ら
岩
手
の
名
を
大
事
に
し

て
い
き
た
か
っ
た
の
で
、
参
加
し

な
い
と
い
う
判
断
を
し
ま
し
た
。

【
問
】
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

ら
れ
る
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
の
割

合
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
住
民
に

対
す
る
役
割
は
何
か
。

【
答
】
町
内
全
体
の
約
40
％
が
パ

ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
だ
と
紙

面
の
関
係
で
要
約
的
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

情
報
量
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

町
外
の
人
も
観
光
情
報
な
ど
を
見

る
の
で
、
町
内
外
の
人
が
そ
れ
ぞ

れ
見
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
産
業
力
を
高
め
合
い

　
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち

●
そ
の
他
の
質
問
な
ど

牧草地の除染改良が始まりました

町ホームページのトップ画面

●
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
ま
ち
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み
ん
な
で
支
え
よ
う

 

命
と
心

　
本
町
は
自
殺
率
が
高
く
、
非
常
に
重

大
な
問
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。町
で
は
、

自
殺
者
を
１
人
で
も
減
ら
そ
う
と
、
関

係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
そ

の
内
容
を
本
紙
で
何
度
も
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
自

ら
命
を
絶
つ
人
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
殺
は
他
人
事
で
は
な
く
、
身
近
な

問
題
で
す
。自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は「
気

づ
き
」「
傾
聴
」「
つ
な
ぐ
」「
見
守
る
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
気

づ
き
で
、大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
殺
は
、
健
康
上
や
経
済
的
な
問
題

な
ど
、
多
様
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し

て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
特
に
も
関
係

の
深
い
心
の
病
気
「
う
つ
病
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。「
う
つ
病
」
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
殺
予
防
の
第
一

歩
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
心
の
病
気「
う
つ
病
」に
つ
い
て

　
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　「
う
つ
病
」
と
は
日
常
か
ら
く
る
不

安
や
憂
う
つ
な
気
分
な
ど
の
状
態
が
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
回
復
せ
ず
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
病
気
で

す
。「
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
」
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
脳
の
働
き
の
不
調
で

あ
り
、
早
く
見
つ
け
し
っ
か
り
治
療
を

す
れ
ば
う
つ
病
は
良
く
な
り
ま
す
。
一

生
涯
に
約
15
人
に
１
人
が
「
う
つ
病
」

を
経
験
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
ほ

ど
、
身
近
な
病
気
で
す
。

　
自
殺
す
る
人
は
、
そ
の
直
前
、
う
つ

病
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
抱
え
込
ん
で
い

る
問
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
方
法
を
知

ら
ず
に
、
死
を
選
ん
で
し
ま
う
こ
と
ほ

ど
残
念
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
少
し
で
も
う
つ
病
の
疑
い
が
あ
る
と

き
は
、
専
門
家
へ
相
談
す
る
よ
う
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

□
悲
し
い
、
憂
う
つ
、
沈
ん
だ
気
分

□ 

何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽
し
く

な
い

□ 

疲
れ
や
す
く
、元
気
が
な
い（
だ
る
い
）

□ 

気
力
、
意
欲
、
集
中
力
の
低
下
を
自

覚
す
る
（
お
っ
く
う
）　
　
　
　

□ 

寝
つ
き
が
悪
く
て
、
朝
早
く
目
が
覚

め
る

□
食
欲
が
な
い

□
人
に
会
い
た
く
な
く
な
る

□ 

夕
方
よ
り
朝
方
の
方
が
気
分
、
体
調

が
悪
い

□ 

心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
考
え
が

堂
々
め
ぐ
り
す
る

□ 

失
敗
や
悲
し
み
、
失
望
か
ら
立
ち
直

れ
な
い

「心と体の健康に関することは私たち町の保健師にお気軽にご相談ください」

あ
な
た
は
、
こ
ん
な
症
状
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？
（
自
分
が
気
づ
く
変
化
）

☆ 9月 10 日は世界自殺予防デー　☆ 9月 10 日～16 日は全国自殺予防週間　☆ 9月 1日～ 30 日は岩手県自殺防止月間
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「見守り」▶温かく寄り添い、じっくりと見守る
○自然な雰囲気で声をかけて、あせらずに優しく寄り
添いながら見守りましょう。
○必要に応じて家族、友人、上司といったキーパーソ
ンと連携をとり、専門家に情報を提供しましょう。

「つなぎ」▶早めに専門家に相談するように促す
○心の病気の兆候があれば、本人の置かれている状況
や気持ちを理解してくれる家族、友人、上司といっ
たキーパーソンの協力を求めましょう。
○治療の第一歩である公的相談機関、医療機関などの
専門家への相談につなげましょう。

「気づき」▶周りの人の悩みに気づき、声を掛ける
○家族や仲間など、心の悩みを抱えている人が発する
周りへのサインになるべく早く気づきましょう。
○変化に気づいたら、「眠れていますか？」など自分に
できる声かけをしていきましょう。

「傾聴」▶本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
○悩みを話してくれたら、時間をかけてできる限り傾
聴しましょう。
○話題をそらしたり否定したりせずに相手の気持ちを
尊重し、共感しましょう。

★あなたにもできる自殺予防のための行動 □ 

自
分
を
責
め
、
自
分
は
価
値
が
な
い

と
感
じ
る

　
な
ど

◆
自
分
の
「
う
つ
病
」
の

　
　
　
　
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら

◉ 

専
門
家
（
医
師
、
保
健
師
）
に
相
談

（
受
診
）
し
て
く
だ
さ
い
。

◉ 

休
養
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
服
薬
が

必
要
で
す
。

◉ 

早
め
に
対
応
す
る
と
、
早
く
回
復
し

ま
す
。

□ 

以
前
と
比
べ
表
情
が
暗
く
、
元
気
が

な
い

□ 

体
調
不
良
の
訴
え
（
身
体
の
痛
み
や

倦
怠
感
）
が
多
く
な
る

□ 

仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、
ミ
ス

が
増
え
る

□ 

周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な

る
□ 

遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
（
欠
席
）
が
増

加
す
る

□ 

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出
を
し
な
く

な
る
　
　

□ 

飲
酒
量
が
増
え
る
　
な
ど

◆
周
囲
の
人
が
「
う
つ
病
」
の

　
　
　
　
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら

◉ 

相
手
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

◉ 
励
ま
し
は
逆
効
果
、
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

◉ 

日
常
の
仕
事
や
家
事
が
困
難
で
あ
れ

ば
、
休
養
と
治
療
を
勧
め
て
く
だ
さ

い
。

◉ 

左
記
の
心
の
悩
み
相
談
窓
口
な
ど
で

相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
誰
か
が
付
き
添
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

◆
心
の
悩
み
相
談
窓
口

　
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

【 

雫
石
町
健
康
推
進
課
】

▽ 

☎
６
９
２
・
２
２
２
７
（
８
時
30

分
〜
17
時
、
土
日
祝
祭
日
除
く
）

【 

岩
手
県
県
央
保
健
所
】

▽ 

☎
６
２
９
・
６
５
７
４
（
８
時
30

分
〜
17
時
、
土
日
祝
祭
日
除
く
）

【 

岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

▽ 

☎
６
２
９
・
９
６
１
７
（
８
時
30

分
〜
17
時
、
土
日
祝
祭
日
除
く
）

【 

盛
岡
い
の
ち
の
電
話
】

▽ 

☎
６
５
４
・
７
５
７
５
（
12
時
〜
21

時
、
日
曜
日
は
18
時
ま
で
）

◆
あ
な
た
の
心
は
健
康
で
す
か
？

　
下
表
は
、
自
分
で
で
き
る
簡
単
な
心

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
で
す
。
こ
れ
ら
の

項
目
の
内
２
つ
以
上
当
て
は
ま
り
、
そ

の
状
態
が
２
週
間
以
上
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
続
き
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
場

合
は
、う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
心
配
な
と
き
は
、「
心
の
悩
み
相

談
窓
口
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「心の健康チェック表」
□  毎日の生活に充実感がない
□  これまで楽しんでやれていたことが、楽しめなくなった
□  以前は楽にできたことが今ではおっくうに感じられる
□  自分は役に立つ人間だと思えない
□  わけもなく疲れたような感じがする
□  死について何度も考えることがある
□  気分がひどく落ち込んで、自殺について考えることがある
□  最近、ひどく困ったことやつらいと思ったことがある（家族の死、親戚・近隣の自殺など）

あ
な
た
の
周
り
に
は
、
こ
ん
な
人
が
い

ま
せ
ん
か
？
（
周
囲
が
気
づ
く
変
化
）

☆ 9月 10 日は世界自殺予防デー　☆ 9月 10 日～16 日は全国自殺予防週間　☆ 9月 1日～ 30 日は岩手県自殺防止月間
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つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く
日
々
の
合
計

金
額
の
み
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な

ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
帳
簿
な
ど
の
保
存
】
収
入
金
額
や
必

要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ
か
、
取

引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け

取
っ
た
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類

は
５
年
以
上
の
保
存
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
盛
岡
税
務
署
（
☎

６
２
２
・
６
１
４
１
）、
町
役
場
税
務
課
住

民
課
税
担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
０
２
）

　
事
業
所
得
な
ど
を
有
す
る
白
色
申
告

の
人
に
対
す
る
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
等

の
保
存
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
１

月
か
ら
す
べ
て
の
白
色
申
告
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
人
】
農
業
所
得
、
営
業

所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得

を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
人

【
記
帳
す
る
内
容
】
売
り
上
げ
な
ど
の

収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
そ
の
他
の
必
要

経
費
に
関
す
る
事
項
を
帳
簿
に
記
載
し

ま
す
。
記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す

平
成
26
年
１
月
か
ら
義
務
付
け

税
金

　町は、生活習慣病などの予防を目的に
健康診査を実施しています。この健康診
査は、40 歳以上の国民健康保険加入者
と後期高齢者医療保険加入者が対象です。
　対象者でまだ受診していない人は必ず
10 月 31 日までに受診しましょう。
【健康診査が受けられる医療機関】
御所診療所、御明神診療所、上原小児科
医院、篠村医院、篠村泌尿器科クリニッ
ク、鶯宿温泉病院、雫石大森クリニック、
雫石診療所、栃内第二病院、盛岡つなぎ
温泉病院、かつら内科クリニック
【問い合わせ先】町役場町民課（☎ 692-
6478、692-6479）

く
だ
さ
い
。

【
喪
失
手
続
き
に
必
要
な
物
】

▽
職
場
の
健
康
保
険
証
（
被
扶
養
者
が

い
る
場
合
は
、
被
扶
養
者
の
保
険
証

も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▽
印
鑑

　
保
険
証
は
、
大
き
さ
が
名
刺
サ
イ
ズ

ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
紛
失
し

な
い
よ
う
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
町
民
課
国

保
担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
７
８
）

 

　
現
在
使
用
し
て
い
る
雫
石
町
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
9
月
30
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、

10
月
1
日
付
け
で
更
新
し
た
も
の
を
、

9
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
一
括
で
送

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
人
は
、

町
役
場
町
民
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　
現
時
点
で
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
り
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

お
早
め
に
同
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

９
月
下
旬
に
保
険
証
を
送
付

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

国
保

◉
保
険
証
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い

◉
紛
失
・
破
損
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

7 月末受診率は 23.1％
　平成 25 年度特定健診受診率の目標
は 55％ですが、7 月末現在の受診率
は 23.1％（国保分）となっています。
受診率が低いとペナルティが課せら
れ、結果として国民健康保険税の増
加につながりかねません。ご自身の
健康管理のためぜひ受診しましょう。

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
」「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

で
す
。
交
通
事
故
を
ひ
と
つ
で
も
減
ら

す
た
め
に
、「
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
」「
ラ
イ
ト
早
め
点
灯
」を
心
が
け
、

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
転
車
乗
車
時
や
歩
行
時
で

も
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
急
な
方

向
転
換
や
飛
び
出
し
は
絶
対
に
や
め
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日

間
、「
夕
暮
れ
は 

気
を
つ
け 

落
ち
着
け 

ラ
イ
ト
つ
け
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
は
「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」「
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止
（
特
に
反
射
材
用
品
な
ど
の
着

用
の
推
進
お
よ
び
自
転
車
前
照
灯
の
点

灯
の
徹
底
）」「
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

夕
暮
れ
は 

気
を
つ
け 

落
ち
着
け 

ラ
イ
ト
つ
け

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

安
全

町の特定健診など
10月31日までに受診を
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夜
間
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、

比
較
的
初
期
の
軽
い
症
状
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
ま
ず
、「
盛
岡
市
夜
間
急
患

診
療
所
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
症
状
が
軽
い
の
に
３
次
救
急
や
２
次

救
急
を
受
診
す
る
と
重
症
者
の
治
療
に

支
障
が
出
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
適
正

に
受
診
し
、
地
域
の
救
急
医
療
を
支
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◉ 

盛
岡
市
夜
間
急
患
診
療
所
▽
盛
岡
市

神
明
町
３－

29
（
盛
岡
市
保
健
所
２

階
）
☎
６
５
４
・
１
０
８
０

【
診
療
科
目
】
内
科
・
小
児
科
（
各
１

人
診
療
体
制
）

【
受
付
時
間
】
19
時
〜
23
時

【
診
療
時
間
】
19
時
〜
23
時
30
分

【
休
診
日
】
な
し
（
年
中
無
休
）

ご
存
知
で
す
か
？

盛
岡
市
夜
間
急
患
診
療
所

周
知

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
が
対
象

補
聴
器
購
入
費
な
ど
を
助
成

福
祉

　
町
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と

な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補

聴
器
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
助
成
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
補
聴

器
購
入
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
助
成
対
象
者
】

◉
雫
石
町
民
で
18
歳
未
満
の
人

◉ 

耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以

上
70
デ
ジ
ベ
ル
未
満
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
人
。

た
だ
し
、
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場

合
は
30
デ
シ
ベ
ル
未
満
も
対
象
。 

◉ 

町
民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の

人
が
い
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

【
助
成
対
象
費
用
】
①
補
聴
器
の
購
入

費
用
、
②
補
聴
器
の
耐
用
年
数
経
過
後

に
更
新
す
る
費
用

【
助
成
額
】
基
準
額
の
範
囲
内
で
購
入

費
な
ど
の
３
分
の
２

【
申
請
方
法
】
医
師
意
見
書
（
自
己
負

担
）、
補
聴
器
の
見
積
書
、
印
鑑
を
持

参
の
上
、
町
役
場
福
祉
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
と
医
師
意

見
書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
福
祉
課
障
が

い
福
祉
担
当（
☎
6
9
2・
6
4
7
3
）

松
く
い
虫
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

拡
散
防
止
へ
発
見
に
ご
協
力
を

周
知

　
本
年
６
月
に
町
内
で
初
め
て
ア
カ
マ

ツ
が
枯
死
す
る
松
く
い
虫
被
害
（
松
枯

れ
）
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
５
日
に
長
山
地
内
で
確
認
さ
れ

た
後
、
８
月
１
日
に
雫
石
地
内
で
も
被

害
木
１
本
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
疑
い
の
あ
る
木
を
含

め
、
町
で
は
11
本
を
伐
採
の
う
え
燻
蒸

処
理
し
、
被
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
県

や
林
業
関
係
者
と
連
携
し
て
調
査
を
続

け
て
い
ま
す
。
枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
を
見

つ
け
た
場
合
は
町
役
場
農
林
課
林
業
振

興
担
当
（
☎
６
９
２
・
６
４
９
５
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　鴬宿地区水辺公園の夜間の騒
音が問題となっていることか
ら、8月 1 日より利用時間を午
前 9時から午後 9時までとして
います。
　夜に利用する際は、車・バイ
クのエンジン音や話し声など近
隣の迷惑とならないようマナー
を守って利用していただくよう
お願いします。
　また、夜間に騒いでいる人た
ちがいましたら、雫石交番（☎
692-2219）または町役場防災課
（☎ 692-6410）に日時、人数、
性別、移動手段などをお知らせ
ください。
　皆さんのご理解とご協力をお
願いします。
【問い合わせ先】
町役場地域整備課地域計画担当
（☎ 692-6575）

鴬宿地区水辺公園に
利用時間を設けました

盛岡地区救急医療体制

3 次救急▷高度救命救急センター
　交通事故など重篤なけがや病気

2 次救急▷小児入院受け入れ病院や輪番病院
　入院が必要と思われる病気

初期救急▷夜間…夜間急患診療所
　　　　　休日…休日当番医
　比較的症状の軽い病気
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み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
へ

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

募
集

　
町
は
、「
み
ん
な
が
主
役
」
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
人
材
の
育
成
を
広
く
進
め
る
た
め
、

住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
ま
ち
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
地
域
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
、
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
る
こ

と
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
思
い
を
形
に
す

る
ま
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
人

の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
多
く
の
人
が
参
加

す
る
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
す
れ
ば
う
ま

く
進
め
ら
れ
る
の
か
、「
話
し
合
い
の

技
術
」「
仲
間
づ
く
り
の
技
術
」「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
技
術
」「
計
画
づ
く
り
の

技
術
」
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　「
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
た
い
」

と
い
う
人
か
ら
、「
み
ん
な
で
何
か
や
っ

て
み
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
や
っ
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
人
ま
で
、

こ
の
講
座
を
通
し
て
自
分
た
ち
の
活
動

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
日
】
全
３
回

①
10
月
26
日
・
27
日

②
11
月
16
日
・
17
日

③
12
月
７
日
・
８
日
　
い
ず
れ
も
土
日

※
基
本
的
に
６
日
間
全
体
で
一
つ
の
講

座
と
な
り
ま
す
。

【
時
間
】
10
時
〜
17
時

【
場
所
】
雫
石
公
民
館
会
議
室

【
募
集
人
数
】
20
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
上
、
受

講
の
可
否
を
応
募
者
全
員
に
連
絡
し
ま

す
。

【
応
募
方
法
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
役
場
企
画

財
政
課
に
も
用
紙
を
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

【
申
込
期
限
】
10
月
４
日
（
金
）

【
参
加
費
】
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

２
５
０
０
円（
実
費
）を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
託
児
】
無
料
託
児
室
を
準
備
し
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
企
画

財
政
課
企
画
担
当
（
☎
6
9
2
・

6
4
9
9
、
F
A
X
▽
6
9
2
・

1
3
1
1
）

加
を
希
望
す
る
場
合
は
お
早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
売
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
収

納
担
当
（
☎
6
9
2
・
6
4
8
4
）

　
町
で
は
、
税
金
滞
納
者
か
ら
差
し
押

さ
え
た
不
動
産
を
一
般
競
争
入
札
で
公

売
し
ま
す
（
本
紙
８
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
公
売
予
定
地
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
今
回
の

入
札
物
件
は
い
ず
れ
も
農
地
の
た
め
、

入
札
参
加
資
格
は
、
雫
石
町
農
業
委
員

会
か
ら
買
受
適
格
証
明
を
受
け
た
人
に

限
り
ま
す
。

【
公
売
日
】
10
月
31
日
（
木
）

【
受
付
時
間
】
8
時
40
分
〜
9
時
30
分

【
受
付
・
入
札
場
所
】
町
役
場
3
階
大

会
議
室

【
入
札
に
必
要
な
物
】
①
本
人
確
認
資

料
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
②
印
鑑
、

③
公
売
保
証
金
、
④
買
受
適
格
証
明
書

　
9
月
中
に
必
要
書
類
（
買
受
適
格
証

明
願
、
営
農
計
画
書
な
ど
）
を
町
農
業

委
員
会
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
町
農
業
委
員
会
（
☎

6
9
2
・
6
5
9
4
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
9
月
を
過
ぎ
ま
す
と
買
受
適
格
証
明

を
公
売
日
ま
で
に
取
得
で
き
ず
、
公
売

に
参
加
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
参

◆
買
受
適
格
証
明
を
受
け
る
た
め
に
は

所　在 番　地 地目 地　積 見積価格 保証金

長山麁台久保 24 番 5 田 10,668㎡ 1,461,000 円 150,000 円

長山麁台久保 25 番 1 田 7,753㎡ 797,000 円 80,000 円

上野八幡 139 番、140 番 田 2,095㎡ 499,000 円 50,000 円

物件：公売予定地 （８月31日現在）

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
は
３
件

一
般
競
争
入
札
で
公
売
し
ま
す

公
売
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●町役場への問い合わせ…☎ 692－2111　FAX 692－1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

雫
石
の
旬
を
一
堂
に

銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
開
催

催
し

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
親
子
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
楽
の
絵
本
Jジ
ャ

イ

ブ

I
V
E
」
登
場
！

催
し

　
平
成
25
年
度
雫
石
町
民
芸
術
鑑
賞
事

業
「
親
子
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
『
音

楽
の
絵
本
Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
』」を
開
催
し
ま
す
。

　「
音
楽
の
絵
本
」
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
に
お
け
る
絵
本
の
よ
う
な
役
割
が
で

き
れ
ば
と
考
え
ら
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

　
動
物
た
ち
が
奏
で
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
演
奏
を
、
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
16
日
（
土
）
14
時
開
演

（
13
時
30
分
開
場
）

【
場
所
】
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
全
席
指
定
　
一
般
▽
前
売

１
５
０
０
円（
当
日
２
０
０
０
円
）高
校

生
以
下
▽
前
売
５
０
０
円（
当
日
７
０

０
円
）※
３
歳
以
上
有
料
。３
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
は
保
護
者
１
名
に
つ
き
１
名

ま
で
膝
上
鑑
賞
無
料
。
た
だ
し
席
が
必

要
な
場
合
は
有
料
。無
料
託
児
室
あ
り
。

【
前
売
り
券
売
り
場
】
町
中
央
公
民
館
、

各
地
区
公
民
館
、
カ
ワ
ト
ク
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
、
フ
ェ
ザ
ン
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
プ

ラ
ザ
お
で
っ
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
中
央
公
民
館
（
☎

６
９
２
・
４
１
８
１
）

動物たちが奏でる不思議なコンサート
ぜひご家族皆さんでお楽しみください

　「
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」

が
９
月
21
日
（
土
）
と
22
日
（
日
）
の

両
日
、
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
J
R
雫

石
駅
）
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
に
た
く
さ

ん
あ
る
美
味
し
い
も
の
や
町
内
の
工
芸

作
家
の
作
品
な
ど
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
し
ず
く
い
し
観

光
協
会
と
株
式
会
社
し
ず
く
い
し
が
企

画
。
ま
た
、
県
内
工
芸
作
家
の
作
品
を

集
め
た
「
ぬ
く
も
り
の
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ

ト
展
」
も
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
観
光

物
産
セ
ン
タ
ー
で
９
月
21
日
（
土
）
〜

29
日
（
日
）
の
９
日
間
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【
開
催
時
間
】
10
時
〜
16
時
　
※
ウ
ッ

ド
ク
ラ
フ
ト
展
は
10
時
〜
17
時

【
駐
車
場
】
21
日
、
22
日
は
同
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
南
口
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
一
般
社
団
法
人

し
ず
く
い
し
観
光
協
会
☎
６
９
２
・

５
１
３
８

適
正
管
理
と
使
用
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
を
支
援

補
助

　
町
は
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
使
用
者
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
維
持
管
理
費

用
の
一
部
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
補

助
し
ま
す
。

【
補
助
額
】
一
律
２
万
円

【
対
象
】
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
の
供
用
開
始
済
区
域
以
外
の
一
般
住

宅
に
居
住
し
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
人

【
受
付
期
間
】
維
持
管
理
契
約
書
に
記

載
し
て
い
る
契
約
完
了
日
か
ら
１
カ
月

以
内

【
そ
の
他
】
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
が
受
付
期
間
を

過
ぎ
た
場
合
は
、
補
助
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
上
下
水
道

課
下
水
道
担
当
☎
６
９
２
・
６
４
０
８

《国民年金》
出張年金相談を実施
　盛岡年金事務所では、今年度
最後となる「出張年金相談」を
次のとおり実施します。
　盛岡年金事務所職員が、皆さ
んの年金記録や給付に関する
さまざまな相談や手続きを承
ります。相談は無料ですので、
お気軽にご利用ください。
　なお、相談を希望される人
は、開催日の前日までに盛岡年
金事務所へ事前の予約をお願
いします。当日の受け付けも可
能ですが、相談は事前に予約さ
れた人が優先となりますので
ご了承ください。
【 日時】9月 19 日（木）10 時～
15 時 30 分

【 場所】雫石町総合福祉セン
ター 大会議室

【 問い合わせ先】盛岡年金事務
所（☎ 623-6211）、町役場町民
課国保年金担当（☎ 692-6478）
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小
型
除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　
町
は
、
行
政
区
や
自
治
会
、
住
宅
団

地
な
ど
お
お
む
ね
10
戸
以
上
で
組
織
し

た
団
体
が
、
生
活
道
路
の
除
雪
を
自
主

的
に
行
う
場
合
に
小
型
除
雪
機
を
無
償

で
貸
し
出
し
ま
す
。
詳
細
は
町
役
場
地

域
整
備
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】
10
月
１
日
〜
15
日

【 

貸
出
台
数
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６
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雪
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ン
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を
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集

食品などの放射性物質測定結果

　町は、水道水の安全・安心の確保を目的に、水源
から採取した原水の放射性物質の測定を行いまし
た。
【測定日】7月 22 日
【測定機関】（株）江東微生物研究所
【 測定方法】ゲルマニウム半導体検出器を用いたガ
ンマ線スペクトロメトリーによる核種分析法
※ 右表中（　）内の数値は検出限界値を示しており、
分析条件下において機器が検出することのでき
る最小値を示しています。

【 測定結果】右表のとおり、測定したすべての原水
において、放射性物質は検出されませんでした。

水道水の放射性物質測定結果

　8 月中に町民の皆さんから持
ち込まれた食品などは20件で、
放射性物質の測定を行った結
果、基準値を超えるものはあ
りませんでした（右表参照、
測定場所はすべて雫石町役場。検
査結果の（　）欄は検出限界値を
示しています）。
　また、町内の小中学校と保
育所（園）の給食も同様に測
定を行い、検査した結果、す
べて不検出でした。
　食品などの放射性物質の測
定には予約が必要です。希望
される人は町役場環境対策課
（☎ 692-6485）までお問い合わ
せください。検査結果は町ホー
ムページに掲載しています。
また、県ホームページには県
内で生産された農産物などの
測定結果が掲載されています。

【8月の検査結果】 単位：Bq（ベクレル）/kg

採取場所 ヨウ素 131 セシウム 134 セシウム 137
玄武水源 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.9）
高倉浄水場 不検出（＜0.8） 不検出（＜0.9） 不検出（＜0.7）
西部水源 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.7） 不検出（＜1.0）
極楽野浄水場 不検出（＜0.8） 不検出（＜0.6） 不検出（＜0.8）
橋場浄水場 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.8）
矢用第 1水源 不検出（＜0.8） 不検出（＜0.8） 不検出（＜1.0）
矢用第 3水源 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.8）
盆花第 1水源 不検出（＜0.9） 不検出（＜0.6） 不検出（＜0.8）
盆花第 2水源 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.7） 不検出（＜0.8）
中央浄水場着水井 不検出（＜0.8） 不検出（＜0.8） 不検出（＜0.8）
鴬宿水源 不検出（＜0.8） 不検出（＜0.6） 不検出（＜0.7）

単位：Bq（ベクレル）/kg

測定日 産地（地区） 試料名 基準値 セシウム134 セシウム137
8 月  1 日 長山 トマト（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  1 日 長山 ピーマン（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  6 日 西根 トマト（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  6 日 西根 ピーマン（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  7 日 雫石地区 トマト（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  7 日 雫石地区 ピーマン（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  8 日 雫石地区 オクラ（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  8 日 雫石地区 とうもろこし（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月  8 日 雫石地区 じゃがいも（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 12 日 雫石地区 エダマメ（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 12 日 長山 じゃがいも（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 12 日 長山 ミニトマト（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 15 日 長山 いんげん（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 15 日 長山 スイカ（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 16 日 御明神 トマト（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 19 日 西根 じゃがいも（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 21 日 雫石地区 オクラ（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 21 日 雫石地区 かぼちゃ（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 28 日 西安庭 じゃがいも（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
8 月 28 日 西安庭 エダマメ（露地） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
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●町役場への問い合わせ…☎ 692－2111　FAX 692－1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

問い合わせ先▷健康推進課　雫石町地域包括支援センター（健康センター内　☎ 691-1105）

『ほうかつ』の窓 　雫石町地域包括支援センターでは、高齢者の皆
さんの生活を総合的に支援しています。
　お気軽にご相談ください。

ごみの減量、リサイクルを

◆使用済み食用油は有効な“資源”として再利用されています

【担当】町役場環境対策課
☎ 692-6486

　平成 25 年 7 月に排出されたごみの量は約 553 トン。前月と比較して
約 69 トン（家庭ごみは約 41 トン）の増でした。
　夏から秋は、水分を多く含んでいる果物や野菜がとても美味しい季
節。そして、ごみの量も多い（重い）季節でもあります。
　生ごみを出すときには水切りをしっかりして、軽くしてから出すよ
うにしましょう。

ごみ排出量

【使用済み食用油拠点回収実績】
平成 23 年 7 月 平成 24 年 7 月 平成 25 年 7 月

回収量（ℓ） 100 206 202
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合計 483.7

◆ 寝具洗濯サービスを行います
　町は、在宅の一人暮らし高齢者などに対し、寝具の洗
濯・乾燥・消毒のサービスを行っています。
【対象者】次の①～③すべて満たす人
①生活保護世帯または住民非課税世帯
② 町内に住所を有するおおむね 65 歳以上の一人暮らし、
高齢者のみの世帯およびこれに準ずる世帯に属する高
齢者
③ 高齢や心身の障がい、傷病などの理由により、寝具の
衛生管理が困難な人

【 サービス内容】寝具（掛け布団、敷き布団、毛布、マッ
トレス各 1枚）の洗濯、乾燥、消毒

【実施期間】10 月下旬
【申込期限】9 月 30 日（月）
【  問い合わせ・申込先】町地域包括
 支援センター（☎ 691-1105）

◆ シルバー110番 特別相談デーのお知らせ
　9月 15 日～21 日の老人週間にあたり、岩手県高齢者

総合支援センターの『シルバー 110 番』では、特別相談
デーを開設します。高齢者やその家族の日常の困りごと
や知りたいことについて各分野の専門相談員が相談に応
じます。
【相談項目（対応者）】法律相談（弁護士）、医療相談（医
師）、税金相談（税理士）、年金相談（社会保険労務士）、
介護サービス相談（主任介護支援専門員）など
　相談は無料、秘密は厳守されます。電話だけでなく、
来所での相談にも応じます。
【相談電話番号】0120-84-8584
【日時】9 月 21 日（土）10 時～15 時
※ シルバー 110 番では上記以外の日であっても、随時相
談を受け付けています。
※ 特別相談デー以外の専門家による相談は、相談日が決
まっており、事前の予約が必要となります。相談日や
相談予約については問い合わせの上ご確認ください。

【 問い合わせ先】岩手県高齢者総合支援センター（盛岡
市本町通 3-19-1 岩手県福祉総合相談センター内 ☎ 625-
0110）※町地域包括支援センターでも相談に応じています。

　病気などが原因で、ストーマ装具（蓄
便袋、蓄尿袋）を装着して排泄物を処
理することとなった人（オストメイ
ト）が使用するストーマ装具は千差万
別です。災害時には緊急供給ができる
よう努めますが、個人専用のものを自
宅以外の場所にも保管しておけば安心
です。町では個別保管を希望する人の
ストーマ装具をお預かりしています。
お気軽にお申し込みください。
【問い合わせ・申込先】町役場福祉課
障がい福祉担当（☎ 692－6473）

災害時に備え
ストーマ装具を個別保管

通常使用しているストーマ装具などを記
載する「ストーマ・カード」。ご希望の人
は、町役場福祉課までご連絡ください。

家庭ごみは、
先月より41トン増量！

生ゴミは「ぎゅっ」と
しぼって軽くしてから
出しましょう！

資源ごみ排出量　 　　　　　　　 （ｔ）
事業系ごみ排出量                       （ｔ）
家庭ごみ排出量（資源ごみ除く）　（ｔ）
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まちの話題・出来事紹介

●あなたの身近で起きた出来事や楽
しい話題、イベントなどの情報をお
知らせください。

【町役場企画財政課情報担当】
〒020‒0595（住所不要）
電話番号：直通 692－6570
FAX番号：692－1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

　8 月のお盆期間、よしゃれ通り商店街など各所で
迎え火や霊

たま

灯
あか

りが行われる中、8月 14 日に、下町一、
二行政区で地区住民約 50 人が参加して夢灯りの点灯
式が行われました。
　この夢灯りは、お盆の迎え火に加えて、牛乳パッ
クで作った灯ろうなどに火を灯し、ご先祖を迎える
ことと、東日本大震災の犠牲者を慰めるものとして
行われました。灯火でできた一本道がやさしく輝い
ていました。

やさしい灯火の一本道
お盆の迎え火に加えて夢灯り

8 月 14 日

8 月 16 日

一本に並ぶ牛乳パックで作られた灯ろう

　8月 16 日、御明神地区民手づくりによる祭り、「第 35 回御明神地区夏
まつり」が御明神公民館駐車場などで開かれました。8月 9 日の大雨災
害で特にも被害の大きかった御明神地区ですが、多くの人が「がんばろ
う復旧・復興」の思いで祭りを盛り上げました。
　この祭りは、送り盆の日に行われる伝統行事で、さんさ輪踊りや抽選
会、舟っこ流し、花火大会が行われました。
　参加者に賞品が当たる抽選会も兼ねた盆踊り大会では地元のさんさ踊
り団体のほか、多くの人が参加して大きな輪が広がりました。その後は
舟っこ流しが行われ、地元有志が川に入り祖先の霊を供養しました。
　祭りの最後
は町内唯一の
花火大会。御
明神大橋すぐ
そばから上が
る迫力満点の
花火に会場か
らは大きな拍
手と歓声が上
がりました。

「がんばろう」の思いで祭りを盛り上げ
第 35 回御明神地区夏まつりに多くの人

あふれる管楽器の魅力
第 8回ふれあいコンサート in 雫石

8 月 11 日

しずくいし混声合唱団と合同演奏する東京芸大音楽学部

　8月 11 日、ふれあいコンサート in 雫石メインコン
サートが野菊ホールで開催されました。今年で 8回
目となる東京芸大音楽学部による演奏会は、クラリ
ネットを中心に様々な管楽器の奏者が集まり多彩な
アンサンブルを演奏したほか、雫石中学校吹奏楽部
やしずくいし混声合唱団との合同演奏も行いました。
豪雨で多くの町民が被害を受けましたが、美しい管
楽器の調べは、町内外からの来場者にひと時の安ら
ぎと楽しみを届けました。

さんさ踊りで大きな輪をつくる盆踊り大会参加者
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　町戦没者追悼式が 8月 30 日、町中央公民館を会場
に遺族や関係者ら約 180 人が参列して行われました。
式では深谷町長が「私たち町民は一丸となって先般
の大雨災害を乗り越え、一日も早い復興のため、努
力していくことを決意するとともに、改めて平穏な
暮らしに日々感謝の念を忘れてはならない」と式辞
を述べました。参列者は一人ひとり持参した花を慰
霊塔に向けて献花し、先の大戦で犠牲になった戦没
者の冥福を祈りました。

平和の尊さを改めて認識
戦没者追悼式で冥福祈る

8 月 30 日

慰霊堂に向けて献花し戦没者の冥福を祈る参加者

　8 月 8 日、軟式野球チーム「雫石クラブ」の佐々
木徹

てつ

郎
お

代表らが町役場を訪れ、深谷町長に「天皇賜
杯第 68 回全日本軟式野球大会」への出場を報告しま
した。雫石クラブは強豪 11 チームが集い開催された
県予選を見事勝ち抜き、全国大会への切符を手にし
ました。同大会は 9月 13 日から 18 日まで島根県で
開催されます。この大会は、日本軟式野球界におい
て最もレベルの高い権威ある大会とし位置付けられ
ています。

雫石クラブが県予選勝ち抜き
天皇賜杯全日本軟式野球大会出場

8 月 8 日

交流を続けお互いの防災意識を高める
富士市・雫石町災害時相互応援協定締結式および報告会

7 月 30 日

深谷町長に出場報告をする佐々木徹郎代表（右から 2番
目）と高橋龍一キャプテン（同 3番目）

　42 年前に起こった全日空機事故以来、交流が続いて
いる静岡県富士市と本町による「災害時相互応援協定
締結式および報告会」が 7月 30 日、中央公民館で開催
されました。
　この締結式・報告会には、富士市関係者、雫石町、
町議会、岩手県議会、消防関係者らが出席し、鈴木 尚

ひさし

富士市長と深谷町長による協定書署名・調印が行われ
ました。
　この協定は、富士市と雫石町のいずれかで災害が発
生した場合に、被害を受けた自治体の要請により、応
急対策や復旧対策を円滑に行うために締結されたまし
た。協定書に挙げている応援の種類は次のとおりです。
①  食料、飲料水および生活必需品並びにその供給に必
要な資機材の提供

②  被災者の救出、医療および防疫並びに施設の応急復
旧に必要な物資および資機材の提供

③ 救援および災害復旧に必要な職員の派遣
④ 被災者を一時的に収容するための施設の提供
⑤ ボランティアのあっせん
⑥ 児童・生徒の受入れ

⑦ ①～⑥に掲げるもののほか、要請のあった事項　
　なお、8月 9日の豪雨災害については、協定締結から
間もないこともあり応援要請は行っていませんが、発
災直後には、鈴木富士市長からお見舞いの電話をいた
だいております。今後、本協定に基づく相互応援の具
体的な事務手続きなどの詳細について詰めていくこと
にしています。

協定書に署名・調印し、固い握手を交わす両市町長
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　町は、宝くじの助成金（財団法人自治
総合センターのコミュニティ助成事業「地
域防災組織育成助成事業」）を活用し、役
場庁舎前車庫の脇に防災倉庫を整備し、
併せて、オールアルミワンタッチ水槽、
ワイヤレスメガホンセットを整備しまし
た。この
防災倉庫
などは消
防防災活
動の推進
に用いら
れます。

　10 月 6 日（日）にアルペン記念公園で開催する予定
でした「雫石いきいき福祉まつり 2013」および同時開
催の「ユニバーサルデザイン塾」は、8月 9日に発生し
た豪雨災害の影響により、延期となりました。なお、
新たな日程に関しましては現在のところ未定となって
おります。

【問い合わせ先】
■ 総合企画・運営・調整に関すること▷雫石町福祉協
議会ボランティア活動センター（☎ 692－2230）

■ 福祉施設・福祉バザーに関すること▷町健康推進課
（☎ 692-2227）
■ ユニバーサルデザイン塾に関すること▷町役場地域
整備課（☎ 692-6575）

　滴石史談会では、10 月 26 日（土）に茨城県高萩
市で開催される「第 1回戸沢サミット」への参加者
を募集します。このサミットは、中世の名族「戸沢
氏」発祥の地とされる当町をはじめ戸沢氏ゆかりの
4県 5市町の関係者が一堂に会して各地の歴史・文
化の研修交流をするものです。サミットの日程と募
集要項は次のとおりです。

【対　　象】町民および町内事業所等勤務者
【募集人員】30 人（史談会会員含む）
【参 加 料】一人 20,000 円以内
　　　　　 （バス、宿泊料、昼食、入館料）
【申 込 先】 滴石史談会事務局長　新里まで電話で

お申し込みください。（☎ 692-2612）
※住所（勤務地）・氏名・性別・年齢・
連絡先電話番号をお知らせください。

【申込期限】9月 25 日（水）午後 5時
【そ の 他】 参加者を対象に事前研修会を計画して

います。
【後　　援】雫石町・雫石町教育委員会

※本事業は 25年度雫石町ふるさと文化振興基金
の補助事業です。

「第1回戸沢サミット in高萩」参加者を募集します

「雫石いきいき福祉まつり」および「ユニ
バーサルデザイン塾」は延期となりました

防災倉庫などを整備

【10 月 25 日（金）】8時に町役場前をバスで出
発〈東北道・常磐道経由〉見学地「袋田の滝」「高
萩市内」ほか　夕刻：北茨城市五浦海岸のホテ
ル到着・宿泊（五浦海岸は画家岡倉天心の活動
拠点、横山大観画伯題材の地）
【10 月 26 日（土）】午前中：高萩市での「戸沢
サミット」行事において戸沢氏ゆかりの地関係
者と交流　午後：野口雨情記念館見学　帰路
〈東北道・常磐道経由〉途中「勿来の関」見学　
夜：町役場帰着

整備された▶
防災倉庫　
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【広告】

わが家自慢の子、孫の写真
ご応募お待ちしています

【応募要領】子の写真（データ）、子の名（ふりがな）と
生年月日、保護者（父母）氏名、住所（行政区）、電話番号、
コメントを書き添え、誕生月の前月20日ころまでに投稿
してください。
※写真データはメールで送信するか、SDカードなどで持
参してください。
【応募先】雫石町役場広報しずくいし担当
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp

　発行月に 3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

9

　あまちゃんが大好きで、いつもオープニングテーマ
を口ずさんでいます。明るく心の優しい子に育って、
たくさんのお友達を作って欲しいです。

福
田 

桃も
も

子こ
ち
ゃ
ん

良
和
・
英
子
夫
妻
の
子

（
八
区
）

町の
求人情報

①職種 ②基本給 ③求人番号 ④必要資格など
注）◉印は正社員採用、 は普通車運転免許、
　 は大型車運転免許、 はAT限定不可

杏仁合資会社 ( 町内 )：①介護員（デイサービスニュー鶯山荘）② 110,040
円③ 18967631 ④ヘルパー 2級、未経験者可　㈱ケーエヌ工業 ( 柿木 )：◉
①配管工② 179,200 円～268,000 円③ 18429531 ④配管工経験者、 、高
卒以上　同 ( 柿木 )：◉①電気工② 179,200 円～291,200 円③ 18431631 ④
施工管理経験者に限る、 、高卒以上　㈱シモムラ ( 仁佐瀬 )：◉①家具
工（25 歳以下）② 165,000 円～175,000 円③ 18555331 ④ 　㈱リクルー
トスタッフィング　盛岡オフィス (町内 )：①ホール接客業務② 147,000 円
③ 17934531 ④ （通勤用）　㈱ダイヤテックス ( 小日谷地 )：◉①法面土
木作業員② 192,000 円～312,000 円③ 18380831 ④経験者であれば尚可　㈱
ビルド遠藤 ( 町内 )：◉①土木施工管理技士② 25 万円～40 万円③ 03011-
00489631 ④経験 3年以上、PCを使って書類作成ができる人（ワード・エ
クセル）、CADができれば尚可　同 (町内 )：①建設機械オペレーター、普
通作業員、型枠大工、給水設備② 187,200 円～30 万円③ 03011-00491831 ④
車両系建設機械（オペレーターは必須）、 （除雪業務は必須）、大型特
殊あれば尚可、経験3年以上　㈱下田工務店(西根 )：◉①整備士②17万円～
25 万円③ 18500231 ④整備経験 3年以上（必須）、 、整備関連資格　㈱
岩手モクアート (丸谷地 )：◉①木工② 133,500 円～136,500 円③ 18087331
④ 、木工経験者、高卒以上　㈱航和 (万田渡 )：◉①介護員②135,000円～
175,000円③17719631④介護福祉士（ヘルパー2級以上も可）、 （通勤用）、
高卒以上　㈱中村建設 ( 下曽根田 )：◉①土木技術者② 18 万円～30 万円③
17758531 ④土木施工管理技士 1級または 2級のいずれか、 、建設業（土
木施工管理）経験がある人、CADができる人　㈱日本サポートサービス
盛岡営業所 (町内 )：①介護業務② 144,900 円③ 17851031 ④ヘルパー 2級、
介護福祉士のいずれか　岩手県交通㈱ ( 町内 )：①バス運転士「養成制度」
② 15 万円③ 19037431 ④ 、大型自動車運転業務経験があること　同 (町
内 )：①バス運転士② 15 万円③ 19057131 ④ （第 2 種）　休暇村岩手網
張温泉 ( 長山 )：①レストランホール係② 129,600 円③ 19413831 ④不問　
玄武風柳亭（㈱アートヒルズ）( 長山 )：◉①フロント・予約・レストラン
業務② 143,620 円③ 18421731 ④パソコン（ワード・エクセル・インターネッ
ト）、ホテルでの接客経験あれば尚可、 （通勤用）　公益財団法人　い
わてリハビリテーションセンター(七ツ森)：①臨時看護助手②115,200円～
163,200 円③ 18031831 ④ホームヘルパー 2級以上　同 (七ツ森 )：①看護師・
准看護師（臨時）② 144,000 円～257,600 円③ 18034431 ④看護師・准看護
師　同 ( 七ツ森 )：①看護師・准看護師（3年～長期雇用職員）② 144,200
円～267,200 円③ 18035731 ④看護師・准看護師　雫石町役場（雫石診療所）
(万田渡 )：①臨床検査技師② 148,800 円～225,600 円③ 19441431 ④臨床検
査技師、 　社会福祉法人のぞみ会 ( 板橋 )：①保育士（御所・七ツ森）
② 136,000 円～171,000 円③ 18321031 ④保育士・専門学校卒　小岩井農場
商品㈱ ( 丸谷地 )：①販売事務② 115,500 円～132,000 円③ 18356231 ④パ
ソコン（エクセル・メール）、 （通勤用）　新岩手農業協同組合 (町内 )：
① LPガス取扱業務② 113,400 円～126,000 円③ 18721431 ④ 、高圧ガ
ス販売主任者、液化石油ガス設備士あれば尚可、経験者であれば尚可、高
卒以上　㈲丸水工業 (名子 )：◉①管工事現場技術作業員② 185,000 円～30
万円③ 18655031 ④給水主任技術者・排水責任技術者・土木管施工管理技士
などいずれかあれば尚可、 、配管経験者　㈲山本工業 ( 万田渡 )：◉①
防水工② 15 万円③ 18109631 ④ （通勤用）、高卒以上　㈲西部建設工業
(中沼 )：◉①土木技術者② 20 万円～30 万円③ 18028331 ④一級土木施工管
理士または二級土木施工管理技士、現場代理人の経験必須、 　同(中沼)：
①土木作業員② 144,900 円～184,000 円③ 17522331 ④中型自動車運転免許

（AT限定不可）、土木作業経験 3年以上あれば尚可　同 ( 中沼 )：①重機オ
ペレーター② 18 万円～24 万円③ 17527831 ④中型自動車運転免許（AT限
定不可）、重機オペレーター・各種資格あれば尚可、土木作業経験 3年以上
あれば尚可、舗装工事経験者優遇　㈲姫園芸 (長山 )：①【緊急】営業・配
達（もち菓子製造部）② 14 万円③ 18425131 ④

※ 7月 23 日から 8月 22 日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった
事業所の求人情報です。就業希望の人は、同職業安定所紹介第一部門（☎
624－8902）へ求人番号を告げて（記載 8桁の数字の前に 03010 も告げてく
ださい）お問い合わせください。
　また、事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください。なお、すでに
充足済みとなっている場合もありますのでご了承ください。
※役場 1階に求人情報を掲示しています。ご利用ください。
【担当】町役場観光商工課（☎直通 692-6497）
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページですら・せ

【会場】盛岡八幡宮参集殿（盛岡市八
幡町 13 番 1 号）
【対象】県内在住の母子家庭の母、寡婦
【定員】10 人
【受講料】無料（ただし、教材の一部
1,000 円は本人負担）
【問い合わせ先】岩手県母子寡婦福祉
連合会（☎ 623-8539）

　日本公証人連合会では、公証制度に
ついての理解を深めていただくことを
目的に、第23回公証週間（10月 1日～
7日）を設定し、県内各公証役場にお
いて無料の公証相談会を開催します。
　公証制度とは、法務大臣の任命によ
る公証人が作成した公正証書により、
事実関係を明確にして、争いを未然に
防止するための制度です。
【日時】10 月 1 日（火）～7 日（月）9 時
30 分～16 時（※土日は要予約）
【相談内容】契約・遺言の公正証書など
【場所・問い合わせ先】盛岡公証人合
同役場（盛岡市大通 3丁目 2番 8号金
属工業会館 3階☎ 651-5828）

秋の星空観察会を開催
します

　標高 760 メートルの大気が澄んだ網
張温泉で、秋の星座を観察します。
【日時】9月 21 日（土）19 時～21 時
【集合場所】網張温泉スキーセンター前
【参加料】大人 500 円、小学生 300 円
【申込締め切り日】9月 19 日（木）
【問い合わせ・申込先】網張ビジター
センター（☎ 693-3777）

　町では、行政運営の一層の透明性を
図り、町民に開かれた信頼あるまちづ
くりを進めるため、町長交際費の支出
状況を公開しています。また、町ホー
ムページでも公開しています。

町長交際費を
公開します
町長交際費を
公開します

交際費の支出状況
7 月 累計（4月～7月）

17 件 71,800 円 349,300 円

第 23 回公証週間
公証相談会を開催

（7月届け出分）
おめでた カッコ内は保護者名
7 月
1 下道　海

かい

音
と

・男（栄輝）七ツ森
2 細川　悠

ゆう

真
しん

・男（浩二）籬 野
13 簗場　凛

りん

叶
か

・女（称太）中 島
15 松原　歩

あゆ

音
ね

・女（智誌）五 区
18 高橋　心

ここ

捺
な

・女（ 葵 ） 林

おくやみ カッコ内は享年と世帯主名

7 月
2 山本　　妙（89・勘治）篠 崎
4 鎌田　義昭（66・本人）籬 野
5 高橋　愛子（67・紘輝）東 町
5 小谷地ハルノ（94・ 亮 ）鴬 宿
6 岩持　フミ（87・啓一）岩 持
9 樋口權次郎（80・本人）駅 前
10 関　　時治（95・時弘）中町三
12 杉村　ツギ（87・本人）黒 沢
16 柴田タマヨ（97・正吉）駅 前
16 高八卦ソヨ（91・美津朗）中 南
21 松木ミツエ（91・壽司）林 崎
21 高橋ハツエ（89・本人）上町二
24 坂井留美子（51・秀夫）五 区
26 平子田久松（81・本人）土 橋
27 山本　石治（89・本人）外桝沢

税情報
軽自動車の名義変更や廃車
をする時は必ず届け出を！

　軽自動車税は、毎年 4月 1日現在
の所有者に課税されます。所有者が
亡くなられた場合は、名義変更の手
続きが必要です。また、廃棄した場
合や住所が町外に変更した場合も手
続きが必要です。車種によって手続
きの場所が異なりますので、詳しく
は下記の窓口にご相談ください。◉
原動機付自転車（125cc 以下）と小
型特殊（農耕車など）は町役場税務
課（☎ 692-6483）へ◉軽自動車と
二輪（126～250cc 以下）は軽自動
車協会（☎ 639-8011）へ◉小型二
輪自動車（250cc 超）は東北運輸局
岩手支局（☎ 050-5540-2010）へ◉
手続きに行けない人は県自家用自動
車協会（☎ 637-2016）へご相談く
ださい。
【担当】町役場税務課（☎692－6483）
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お・知・

【広告】

介護職員初任者研修を開
催します

● 事故 7 月末
件　数 2件 （18 件）
死　者 0人 （0人）
負傷者 4人 （25 人）

● 犯罪 7 月末
件　数 2件 （30 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西警察署）

● 火事・救急 7 月末
火　事 1件 （7件）
救　急 56 件 （403 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

● 人のうごき 7月末現在

男 8,592 人 （△6）出生 6人
女 9,238 人 （△11）死亡 17 人
計 17,830 人 （△17）転入 29 人

世帯数 6,203 世帯 （8）転出 35 人
※カッコ内は前月末増減

692-3907
692-2229
691-2345
692-3155
692-5151

◆9月
 15 日
 16 日
 22 日
 23 日
 29 日

上 原 小 児 科 医 院
御 所 診 療 所
雫石大森クリニック
雫 石 診 療 所
篠 村 医 院

　町では、昨年 10 月から役場駐車場に
おける放射線量を平日の毎日測定して
います。測定結果は随時、町ホームペー
ジに掲載します。
◉測定結果（単位：μSv/時）

放射線量測定結果（8月）

休 日 救 急 当 番 医

最大 0.07 ※文部科学省・厚生労働
省による屋外活動の制限
指標：3.8 μ Sv/時

最小 0.05
平均 0.06

※この日程は医師の都合により変更に
なることがあります。

所では動物愛護週間の行事の一環とし
て、動物愛護フェスティバルを開催し
ます。
【日時】9月 23 日（月）11 時～15 時
【場所】馬っこパーク・いわて（滝沢
村砂込　産業文化センターアピオ隣）
【催し物】ペットの無料健康相談、犬
猫の譲渡会、しつけ相談、ポニーの無
料乗馬体験、マイクロチップ装着デモ
ンストレーションなど
【問い合わせ先】岩手県獣医師会盛岡
支会（☎ 651-0310）

　岩手県司法書士会・土地家屋調査士
会では、次のとおり無料法律・登記相
談を行います。
【日時】10 月 1 日（火）10 時～15 時
【場所】町中央公民館　視聴覚室
【相談内容】不動産・商業登記、訴訟
書類の作成、簡易裁判所の手続など
※ 10 月 1 日（火）は電話による無料法
律相談“相談 110 番”も開設します。
（☎ 652-9350）
※ 10 月 1 日～11 日（土・日を除く）
は各司法書士事務所でも無料相談を受
け付けします。
【問い合わせ先】岩手県司法書士協会
事務局（☎ 622-3372）、岩手県土地家
屋調査士会盛岡支部（☎ 601-9595）

　岩手県母子寡婦福祉連合会では、介
護職員初任者研修を開催します。
【期間】10月7日～11月18日（全23回）

　2月 7 日は「北方領土の日」です。
北海道では、この「北方領土の日」を
広く周知し、北方領土返還要求運動が
更に高まるように、「北方領土の日」
ポスターを募集しています。最優秀賞
の作品は、ポスターや啓発資材のデザ
インとして採用し、最優秀賞・優秀賞
の受賞者には、賞状・副賞（最高 5万
円）が贈られます。応募の概要は次の
とおりです。
【応募締め切り】10 月 31 日（木）
【応募資格】高校生以上の人
【応募規定】◉応募サイズ▷A3 また
は B3 版（いずれも縦）※作品の裏面
に氏名（ふりがな）、職業（学校名）、
年齢、住所、連絡先、作品に関する簡
単な解説を明記してください。◉画
材・画法▷手書きまたはデジタルプリ
ントに限ります。◉その他▷作品の中
に「2月 7 日は北方領土の日」を入れ
るなど、必ず 2月 7日が北方領土の日
があることがわかるようにしてくださ
い。また、北方領土返還要求運動が更
に高められるようなデザインとしてく
ださい。
【問い合わせ・作品の提出先】北海道
総務部北方領土対策本部（〒 060-8588
札幌市中央区北 3 条西 6 丁目☎ 011-
204-5069）

　岩手県獣医師会盛岡・岩手・紫波三
支会、岩手県県央保健所、盛岡市保健

「北方領土の日」ポス
ターを募集しています

動物愛護フェスティバ
ルを開催します

※ 10 月以降の当番医表は本紙と同日
に全戸配布します。

司法書士・土地家屋調
査士相談会のお知らせ
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「
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
活
動
や
特
技
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
町
関
係
者
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
夢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

広
報
し
ず
く
い
し
●
平
成
25
年
（
2013

年
）
9
月
10
日
　
第
737
号
　
発
行
／
雫
石
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
　
〒
020－

0595　
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
千
刈
田
5
番
地
1　
☎
019－

692－
2111　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
http://w

w
w
.tow

n.shizukuishi.iw
ate.jp/

雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
9月 20 日、10 月 4 日（毎月第 1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ 684kHz）／8時 45 分～50 分（5分間）

あとがき
● 8月 9日の豪雨で被災された皆さんに心
よりお見舞い申し上げます。今回取材した
中で、自分のことよりも他の人を気遣う被
災された人が多かったことにとても心を打
たれました。そしてボランティアの皆さん
の心意気にも。がんばろう雫石！ （幸）
● 8月 9日は現場で土のう積みをしていま
したが、刻々と変わる状況になすすべがあ
りませんでした。残念ながら災害を防ぐこ
とはできませんが、避難などによって命を
守ることはできます。今一度、地域や家庭
で身の回りの危険個所や避難場所を確認す
ることが必要だと感じています。 （直）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
心
的
存
在
と
し
て
大
活
躍

「毎日同じ格好をしていると、地域の人に覚えてもらえるんですよ」と、頭に巻い
た手ぬぐいとお腹のシールがトレードマークの肥田さん

被
災
者
同
士
が
助
け
合
っ
て
い
る
の
は
雪
国
な
ら
で
は

今
、
ま
さ
に
雫
石
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
と
思
う

肥
田 
浩
さ
ん（
47
歳
・
宮
城
県
石
巻
市
）

ひ
だ
ひ
ろ
し
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
盛
岡
市
生
ま
れ
秋
田
県
大
館
市
育
ち
。
現
在
は
宮
城
県
石
巻
市
を
拠
点
に
全
国
各
地
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
中
。
日
本
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
O
P
E
N 

J
A
P
A
N
（
オ
ー
プ
ン
ジ
ャ

パ
ン
）」
の
副
代
表
。
豪
雨
災
害
直
後
は
秋
田
県
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
雫
石
の
方
が
被
害
が
大
き
い
こ
と
を
聞
き
つ
け

本
町
入
り
。
以
後
、
雫
石
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
外
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ま
と
め
役
、
行
政
な
ど
関
係
機
関
と
の
交
渉
役
と
し
て
、
今
ま
で
の
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
大
活
躍
。

雫石町農産物提供店 ～五つ星店自慢の地産地消メニュー～【特別編】

【チケット販売】雫石町観光物産セン
ター、驛田舎産直、産直しずくいし、町
役場観光商工課、プラザおでって

　今回は特別編として、4回目を迎え
る「2013 しずくいし地産地消の夕べ」
をご紹介します。
　雫石が誇る大地の恵みを使い、雫石
の食の匠＆プロの料理人が素材を生か
した創作的な地産地消メニューをご披
露いたします。皆さんお誘い合わせの
うえ、ご来場ください。
【日時】9月 25 日（水）　18 時開宴
【場所】雫石プリンスホテル
【参加費】5，000 円
【定員】160 名（要チケット）
　※定員になり次第、締め切ります。
【問い合わせ先】
しずくいし地産地消の夕べ実行委員会
（町役場農林課内☎ 692-6496）

町ホームページ携帯版
はこちらから

被
災
家
屋
の
泥
出
し
な
ど
の
た
め
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
集
。
そ
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
中
で
中
心
的
存
在
と
し

て
活
躍
し
た
の
が
肥
田
さ
ん
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
。「
は
じ
め
は

４
日
間
だ
け
石
巻
市
で
仲
間
た
ち
と
活
動
す

る
予
定
で
し
た
が
、
途
中
で
帰
ら
れ
な
く
な

り
現
在
に
至
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
肥
田

さ
ん
。
紀
伊
半
島
豪
雨
の
と
き
に
も
被
災
地

で
あ
る
和
歌
山
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
そ
の

際
、
被
災
し
た
現
地
の
人
に
「
東
北
に
比
べ

た
ら
大
し
た
こ
と
な
い
よ
」
と
気
丈
に
言
わ

れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
、「
被
害

の
大
き
さ
は
、
亡
く
な
っ
た
人
数
や
被
災
の

件
数
で
は
計
れ
な
い
」と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
雫
石
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
「
何
も
言
わ

な
い
地
元
の
人
た
ち
の
思
い
を
汲
み
取
る
の

も
自
分
の
役
割
」
と
被
災
し
た
人
た
ち
の
話

も
積
極
的
に
聞
い
て
回
り
、
行
政
や
関
係
機

関
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
雫
石
の
人
の
印
象
と
今
後
望
む
こ
と
に
つ

い
て
は
「
被
災
者
同
士
が
助
け
合
っ
て
い
る

の
は
、
雪
国
な
ら
で
は
」「
災
害
を
機
会
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
。
今
、
ま
さ
に
雫
石
の
力
が

試
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
今
後
の
こ
と
を
ど

う
し
て
い
く
か
、
行
政
と
住
民
が
一
体
に

な
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
。
雫
石
は
そ
れ
が
で

き
る
」
と
力
強
く
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
雫
石
の
人
た
ち
は
人
柄
が
良
い
の
で
、

町
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
り
そ
う
だ
」
と
は

に
か
み
な
が
ら
話
す
肥
田
さ
ん
で
し
た
。

しずくいし料理研究会の皆さん
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